
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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概　要

7534グループは、740ファミリコアを採用した8ビットマイ

クロコンピュータです。

USB、8ビットタイマ、A/Dコンバータを内蔵しており、パ

ソコン周辺入力機器に最適です。

特　長

●基本機械語命令 .................................................................... 69

●命令実行時間 ............................................................... 0.34μs

..........................................（最短命令、発振周波数6MHz時）

●メモリ容量

　ROM .................................................................. 8～16Kバイト

RAM ............................................................... 256～384バイト

●プログラマブル入出力ポート .................... 28本（36ピン版）

........................................................................ 24本（32ピン版）

........................................................................ 33本（42ピン版）

●割り込み ........................................................ 14要因､8ベクタ

●タイマ .................................................................... 8ビット×3

●シリアルインタフェース

シリアルI/O1 ................................... USBではLow Speed専用

(Low-Speed USB2.0仕様準拠)

（USB/UART）

シリアルI/O2 ......................... 8ビット×1（クロック同期形）

●A/Dコンバータ ....................... 10ビット分解能×8チャネル

●クロック発生回路 ............................................................内蔵

（セラミック共振子又は水晶発振子外付け）

●ウォッチドッグタイマ ...................................... 16ビット×1

●電源電圧

XIN発振周波数（セラミック発振）........... 6MHz時4.1～5.5V

(USB動作時4.4V～5.25V)

●消費電力 .............................................................. 30mW(標準)

●動作周囲温度 ........................................................－20～85℃

(USB 動作時0～70℃)

●USB3.3Vレギュレータ+Low-Speed USB2.0仕様対応トラン

シーバ内蔵

応　用

パソコン周辺入力機器

図１．M37534M4-XXXFP、M37534E8FPのピン接続図

ピン接続図（上面図）
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図２．M37534M4-XXXGP、M37534E4GPのピン接続図

ピン接続図（上面図）
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図３．M37534RSS、M37534M4-XXXSP、M37534E8SPのピン接続図

ピン接続図（上面図）
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図４．機能ブロック図（PRSP0036GA-Aパッケージタイプ）
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図５．機能ブロック図（PLQP0032GB-Aパッケージタイプ）

機
能
ブ
ロ
ッ
ク
図（

ピ
ン
番
号
は
，
P
LQ

P
00
32
G
B
-A
パ
ッ
ケ
ー
ジ
タ
イ
プ
）

A
 

/
 

D
コ

 

ン

 

バ

 

ー

 

タ
(

 

1

 

0

 

)

X
I N

O 
U

 
T

X

S 
I

 
/

 
O

 
1

 
(

 
8

 
)

U 

S

 

B

 

(

 

L

 

S

 

)

      
 

 
R

 
 

 
A

 
 

 
M

      
 

 
R

 
 

 
O

 
 

 
M

C 
 

 
 

 
P

 
 

 
 

 
U

A X Y S

P 
C

H
P 
C
L

P 
S

V
S

 
S

1 1

R 
E

 
S

 
E

 
T

6

V
C

 
C 8

7

C 
N

 
V
S

 
S

C 
N

 
T

 
R
0

P 
0

 
(

 
8

 
)

2 5
2 3

2 1
1 9

2 4
2 2

2 0
1 8

P 
1

 
(

 
5

 
)

3 0
2 8

2 6
2 9

2 7
3 2

3 1

P 
2

 
(

 
6

 
)

P 
3

 
(

 
5

 
)

5

リ 
セ

 
ッ

 
ト

 
入

 
力

入 
出

 
力

 
ポ

 
－

 
ト

 
P

 
2

入 
出

 
力

 
ポ

 
－

 
ト

 
P

 
0

入 
出

 
力

 
ポ

 
－

 
ト

 
P

 
1

入 
出

 
力

 
ポ

 
－

 
ト

 
P

 
3

ク 
ロ

 
ッ

 
ク

 
発

 
生

 
回

 
路

ク 
ロ

 
ッ

 
ク

 
入

 
力

ク 
ロ

 
ッ

 
ク

 
出

 
力

プ 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
1

 
2

 
(

 
8

 
)

プ 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
X

 
(

 
8

 
)

タ 
イ

 
マ

 
 

 
 

 
1

 
(

 
 

 
8

 
 

 
)

タ 
イ

 
マ

 
 

 
 

 
X

 
(

 
 

 
8

 
 

 
)

タ 
イ

 
マ

 
 

 
 

 
2

 
(

 
 

 
8

 
 

 
)

9
1 0

4
2

3
1

V
R

 
E

 
F

ウ 
ォ

 
ッ

 
チ

 
ド

 
ッ

 
グ

タ 

イ

 

マ
リ 
セ

 
ッ

 
ト

0

キ
 
ー

 
オ

 
ン

 
ウ

 
ェ

 
イ

 
ク

 
ア

 
ッ

 
プ

1 7
1 3

1 4
1 2

1 5

S 
I

 
/

 
O

 
2

 
(

 
8

 
)

U 
S

 
B

 
V
R

 
E

 
F

 
O

 
U

 
T

1 6



7534グループ

Rev.3.00    2006.10.23    page 6 of 56
RJJ03B0105-0300

図６．機能ブロック図（PRDP0042BA-Aパッケージタイプ）
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端子の機能説明

表１．端子の機能説明

VCCに4.1～5.5V（USB動作時は4.4～5.25Ｖ），VSSに0Vを印加します。

A/D変換器の基準電圧入力端子です。

D-ラインを1.5 kΩの外付け抵抗でプルアップするための出力端子です。

チップの動作モードを制御する端子で常にVSSに接続します。

アクティブ“L”のリセット入力端子です。

内部クロック発生回路の入出力端子で，XINとXOUTの間にセラミック共振子又は水晶発振子を接続します。

外部クロック使用時にはクロック発振源をXIN端子に接続し，XOUT端子は開放にします。

VCC, VSS

VREF

USBVREFOUT

CNVSS
______

RESET

XIN

XOUT

P00～P07

P10/RXD/D-

P11/TXD/D+

P12/SCLK
P13/SDATA
P14/CNTR0

P15,P16

P20/AN0～
P27/AN7

P30～P35

P36/INT1
P37/INT0

P40,P41

電源入力

基準電圧入力

USB基準電圧出力

CNVSS

リセット入力

クロック入力

クロック出力

入出力ポートP0

入出力ポートP1

入出力ポートP2

入出力ポートP3

入出力ポートP4

端子名 名　称 機　能
ポート以外の機能

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより，ビット単位
で入出力の指定が可能です。CMOS入力レベルで，出力形式は
CMOS3ステートです。
内蔵プルアップ抵抗の使用・未使用をプログラムで選択できま
す。

7ビットの入出力ポートです。プログラムにより，ビット単位
で入出力の指定が可能です。入力レベルは，CMOS入力レベル
で，出力形式はCMOS3ステートです。P10,P12,P13はCMOS/
TTLレベル切り替えが可能です。USB機能使用時は、P10,P11
の入力レベルはUSB入力レベル、出力はUSB出力レベルとな
ります。

P0とほぼ同等の機能を持った8ビットの入出力ポートです。
CMOS入力レベルで，出力形式はCMOS3ステートです。

キー入力（キーオンウェイクアップ
割り込み入力）端子

シリアルI/O1機能端子

シリアルI/O2機能端子

タイマXの機能端子

A/D変換器の入力端子

割り込み入力端子

8ビットの入出力ポートです。プログラムにより，ビット単位で入出力の指定が可能です。入力レベ
ルは，CMOS入力レベルです。（P36,P37については，CMOS/TTLレベルの切替えが可能です。）出力
形式は，CMOS3ステートで，このうちP30～P36の7ビットはLED駆動用の大電流出力が可能です。
内蔵プルアップ抵抗の使用・未使用をプログラムで選択できま
す。

2ビットの入出力ポートです。プログラムにより，ビット単位で入出力の指定が可能です。入力レベ
ルは，CMOS入力レベルです。
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グループ展開

　7534グループは、次のようなROM及びRAM展開を行って

います。

メモリの種類

マスクROM版、ワンタイムPROM版、エミュレータ専用

MCUのサポート

メモリ容量

　ROM/PROM容量 .......................................... 8K～16Kバイト

　RAM容量 ....................................................... 256～384バイト

パッケージ

PRSP0036GA-A ...... 0.8mmピッチプラスチックモールドSOP

PLQP0032GB-A ... 0.8mmピッチプラスチックモールドLQFP

PRDP0042BA-A ............... 42ピンプラスチックモールドSDIP

42S1M ............... 42ピンシュリンクセラミックPIGGY BACK

図７．ROM及びRAM展開

サポート製品を下記に示します。

表２．サポート製品一覧

M37534M4-XXXFP

M37534M4-XXXGP

M37534M4-XXXSP

M37534E4GP

M37534E8FP

M37534E8SP

M37534RSS

製品型名
(P)ROM容量（バイト）

（　）内はユーザROM容量

8192（8062）

8192（8062）

8192 (8062)

8192 (8062)

16384（16254）

16384 (16254)

RAM容量
（バイト）

256

256

256

256

384

384

384

マスクROM版

マスクROM版

マスクROM版

ワンタイムPROM版（ブランク品）

ワンタイムPROM版（ブランク品）

ワンタイムPROM版（ブランク品）

エミュレータ専用MCU

備　考パッケージ

PRSP0036GA-A

PLQP0032GB-A

PRDP0042BA-A

PLQP0032GB-A

PRSP0036GA-A

PRDP0042BA-A

42S1M
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機能ブロック動作説明

中央演算処理装置（CPU）

7534グループは740ファミリ共通のCPUを持っています。

各命令の動作については740ファミリアドレッシングモード

及び機械語命令一覧表又は740ファミリソフトウェアマニュ

アルを参照ください。

品種に依存する命令については以下のとおりです。

１．FST、SLW命令はありません。

２．MUL、DIV命令はありません。

３．WIT命令が使用可能です。

４．STP命令が使用可能です。

中央演算装置(CPU)には6個のレジスタがあります。図8に

CPUのレジスタ構成を示します。

【アキュムレータ】(A)

アキュムレータは、8ビットのレジスタです。演算、転送

などのデータ処理は、このレジスタを中心にして実行されま

す。

【インデックスレジスタX】(X)

インデックスレジスタXは、8ビットのレジスタです。イン

デックスアドレッシングモードでは、このレジスタを用いた

アドレッシングを行います。

図８．740ファミリ CPUの構成

【インデックスレジスタY】(Y)

インデックスレジスタYは、8ビットのレジスタです。イン

デックスアドレッシングモードでは、このレジスタを用いた

アドレッシングを行います。

【スタックポインタ】(S)

スタックポインタは、8ビットのレジスタです。このレジ

スタは、サブルーチン呼び出し時又は割り込み時に退避する

レジスタの格納先(スタック)の先頭番地を示します。

スタック下位8ビットのアドレスは、このレジスタで指定

されます。上位8ビットのアドレスは、スタックページ選択

ビットの内容により決まります。このビットが“0”の場合、

上位8ビットは“0016”となり、“1”の場合は“0116”となりま

す。

スタックへの退避及び復帰動作を図9に示します。ここに

示す以外で必要なレジスタは、プログラムで退避してくださ

い(表3参照)。

【プログラムカウンタ】(PC)

プログラムカウンタは、PCHとPCLからなる16ビットのカ

ウンタです。PCHとPCLはそれぞれ8ビット構成です。プログ

ラムカウンタは、次に実行すべきプログラムメモリの番地を

指定します。

プロセッサステータスレジスタ

キャリフラグ

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b7                        b0

b15                     
プログラムカウンタ

スタックポインタ

インデックスレジスタY

インデックスレジスタX

アキュムレータA

X

Y

S

PCLPCH

CZIDBTVN

ゼロフラグ
割り込み禁止フラグ
10進モードフラグ

ブレークフラグ

X修飾演算モードフラグ
オーバフローフラグ
ネガティブフラグ
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図９．スタックへの退避及び復帰動作

表３．アキュムレータとプロセッサステータスレジスタの退避命令及び復帰命令

割り込み要求  →

実行中のルーチン

M(S)←(PCH)

(S)←(S)－1

M(S)←(PCL)

(S)←(S)－1

.....

RTS命令実行

サブルーチン

(S)←(S)＋1

(PCL)←M(S)

(S)←(S)＋1

(PCH)←M(S)

M(S)←(PCH)

(S)←(S)－1

M(S)←(PCL)

(S)←(S)－1

M(S)←(PS)

(S)←(S)－1

割り込みS. R.

(S)←(S)＋1

(PS)←M(S)

(S)←(S)＋1

(PCL)←M(S)

(S)←(S)＋1

(PCH)←M(S)

JSR命令実行

.....

RTI命令実行

(注)
戻り先番地を
スタック領域
へ退避

プロセッサステータス
レジスタの内容をスタ
ック領域へ退避

Iフラグ
“0”→“1”
飛び先ベクトル
フェッチ

プロセッサステータス
レジスタの内容をスタ
ック領域から復帰

戻り先番地を
スタック領域
から復帰

戻り先番地を
スタック領域
から復帰

戻り先番地を
スタック領域
へ退避

注. この時点で割り込みが受け付けられるための条件…割り込み許可フラグが“1”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  割り込み禁止フラグが“0”

アキュムレータ

プロセッサステータスレジスタ

スタックに退避する命令

PHA

PHP

スタックより復帰する命令

PLA

PLP
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【プロセッサステータスレジスタ】(PS)

　プロセッサステータスレジスタは、8ビットのレジスタ

で、演算直後の状態を保持する5つのフラグと、MCUの動作

を決定する3つのフラグで構成されています。

C、Z、V、Nフラグはブランチ命令のテストに使用できま

すが、10進モード時はZ、V、Nフラグは無効です。

リセット後、割り込み禁止フラグは“1”にセットされます

が、その他のフラグは不定です。X修飾演算モードフラグ(T)

及び10進演算フラグ(D)は、直接演算に影響を及ぼしますの

で、必ず初期設定を行ってください。

・ビット0：キャリフラグ(C)

演算処理後の算術論理演算ユニットからのキャリ又はボ

ローを保持します。シフト命令又はローテート命令でも変化

します。

・ビット1：ゼロフラグ(Z)

演算処理又はデータ転送の結果が“0”のときセットされ、

“0”でないときクリアされます。

・ビット2：割り込み禁止フラグ(I)

BRK命令を除くすべての割り込みを禁止するためのフラグ

です。このフラグが“1”のとき、割り込み禁止状態です。

割り込み発生時、発生した割り込みの処理が終了するまで

他の割り込みの発生を禁止するために、このフラグは自動的

に“1”にセットされます。

・ビット3：10進演算フラグ(D)

加減算を2進で行うか、10進で行うかを決めるフラグで

す。このフラグが“1”の場合、1語を2桁の10進数として演算

を行います。10進補正は自動的に行われますが、10進演算が

行えるのはADC命令とSBC命令のみです。

・ビット4：ブレークフラグ(B)

BRK命令で割り込んだかどうかを識別するためのフラグで

す。BRK命令で割り込んだ場合は自動的にフラグの内容を

“1”にして、それ以外の割り込みでは“0”にしてスタックに退

避されます。

・ビット5：X修飾演算モードフラグ(T)

このフラグが“0”のときは、アキュムレータとメモリ間で

演算が行われます。“1”のときはアキュムレータを経由しな

いで、メモリとメモリ、メモリとI/O、I/OとI/O間の直接演算

及び直接データ転送ができます。この場合、メモリ1とメモ

リ2の演算結果はメモリ1に格納されます。メモリ1のアドレ

スはインデックスXレジスタによって指定され、メモリ2のア

ドレスは通常のアドレッシングモードによって指定されま

す。

・ビット6：オーバフローフラグ(V)

このフラグは、1語を符号付き2進数として加減算するとき

使用します。加減算の結果が+127又は-128を超える場合に

セットされます。またBIT命令を実行した場合、BIT命令が実

行されたメモリのビット6がこのフラグに入ります。

・ビット7：ネガティブフラグ(N)

演算処理又はデータの転送結果が負のときにセットされま

す。またBIT命令を実行した場合、BIT命令が実行されたメモ

リのビット7がこのフラグに入ります。

表４．プロセッサステータスレジスタの各フラグをセット又はクリアする命令

セットする命令

クリアする命令

Cフラグ

SEC

CLC

Zフラグ Iフラグ

SEI

CLI

Dフラグ

SED

CLD

Bフラグ Tフラグ

SET

CLT

Vフラグ

CLV

Nフラグ
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【CPUモードレジスタ】 CPUM

CPUモードレジスタには、スタックページ選択のビットな

どが割り当てられています。

このレジスタは003B16番地に配置されています。

CPUモードレジスタの切り替え手順

リセット解除後のプログラムの先頭で、CPUモードレジス

タ(CPUM)の切り替えを以下の手順で行ってください。

スタックページに関する注意事項

スタックページビットにより1ページをスタックとして使

用される場合は、RAM容量に応じてスタックとして使用で

きる領域が異なります。特に、マスクROM版とワンタイム

PROM版、エミュレータ専用MCUとでRAM容量が異なるこ

とにご注意ください。

図10．CPUモードレジスタの構成

図11．CPUモードレジスタの切り替え手順
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メモリ

●SFR領域

ゼロページ内にあり、入出力ポート、タイマなどの制御レ

ジスタが配置されています。
●RAM

データ格納、サブルーチン呼び出し及び割り込み時のス

タックなどに使用します。
●ROM

先頭の128バイトと最後の2バイトは、製品検査用の予約領

域で、それ以外がユーザ領域です。

●割り込みベクトル領域

リセット及び割り込みのベクトル番地格納領域です。

●ゼロページ

ゼロページアドレッシングモードを使用することにより、

2語でアクセスできる領域です。

●スペシャルページ

スペシャルページアドレッシングモードを使用することに

より、2語でアクセスできる領域です。

図12．メモリ配置図

010016 

000016

004016

044016 

FF0016

FFEC16

FFFE16

FFFF16

XXXX16

YYYY16

ZZZZ16

RAM

ROM

予約領域

SFR領域

使用していない

割り込みベクトル領域

予約ROM領域
(ROM領域共通128バイト)

ゼロページ

スペシャル
ページ

予約ROM領域

RAM領域
RAM容量
（バイト） XXXX16番地

256 013F16
384 01BF16

ROM領域
ROM容量
（バイト） YYYY16番地 ZZZZ16番地

8192 E00016 E08016
16384 C00016 C08016
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図13．SFR（スペシャルファンクションレジスタ）メモリマップ

0
 
0

 
0

 
01

 
6

0

 

0

 

0

 

11

 

6

0

 

0

 

0

 

21

 

6

0

 

0

 

0

 

31

 

6

0

 

0

 

0

 

41

 

6

0

 

0

 

0

 

51

 

6

0

 

0

 

0

 

61

 

6

0

 

0

 

0

 

71

 

6

0

 

0

 

0

 

81

 

6

0

 

0

 

0

 

91

 

6

0

 

0

 

0

 

A1

 

6

0

 

0

 

0

 

B1

 

6

0

 

0

 

0

 

C1

 

6

0

 

0

 

0

 

D1

 

6

0

 

0

 

0

 

E1

 

6

0

 

0

 

0

 

F1

 

6

0

 

0

 

1

 

01

 

6

0

 

0

 

1

 

11

 

6

0

 

0

 

1

 

21

 

6

0

 

0

 

1

 

31

 

6

0

 

0

 

1

 

41

 

6

0

 

0

 

1

 

51

 

6

0

 

0

 

1

 

61

 

6

0

 

0

 

1

 

71

 

6

0

 

0

 

1

 

81

 

6

0

 

0

 

1

 

91

 

6

0

 

0

 

1

 

A1

 

6

0

 

0

 

1

 

B1

 

6

0

 

0

 

1

 

C1

 

6

0

 

0

 

1

 

D1

 

6

0

 

0

 

1

 

E1

 

6

0

 

0

 

1

 

F1

 

6

0
 
0

 
2

 
01

 
6

0

 

0

 

2

 

11

 

6

0

 

0

 

2

 

21

 

6

0

 

0

 

2

 

31

 

6

0

 

0

 

2

 

41

 

6

0

 

0

 

2

 

51

 

6

0

 

0

 

2

 

61

 

6

0

 

0

 

2

 

71

 

6

0

 

0

 

2

 

81

 

6

0

 

0

 

2

 

91

 

6

0

 

0

 

2

 

A1

 

6

0

 

0

 

2

 

B1

 

6

0

 

0

 

2

 

C1

 

6

0

 

0

 

2

 

D1

 

6

0

 

0

 

2

 

E1

 

6

0

 

0

 

2

 

F1

 

6

0

 

0

 

3

 

01

 

6

0

 

0

 

3

 

11

 

6

0

 

0

 

3

 

21

 

6

0

 

0

 

3

 

31

 

6

0

 

0

 

3

 

41

 

6

0

 

0

 

3

 

51

 

6

0

 

0

 

3

 

61

 

6

0

 

0

 

3

 

71

 

6

0

 

0

 

3

 

81

 

6

0

 

0

 

3

 

91

 

6

0

 

0

 

3

 

A1

 

6

0

 

0

 

3

 

B1

 

6

0

 

0

 

3

 

C1

 

6

0

 

0

 

3

 

D1

 

6

0

 

0

 

3

 

E1

 

6

0

 

0

 

3

 

F1

 

6

ポ
 
ー

 
ト

 
P

 
0

 
(

 
P

 
0

 
)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

0

 

方

 

向

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

P

 

0

 

D

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

1

 

(

 

P

 

1

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

1

 

方

 

向

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

P

 

1

 

D

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

2

 

(

 

P

 

2

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

2

 

方

 

向

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

P

 

2

 

D

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

3

 

(

 

P

 

3

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

3

 

方

 

向

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

P

 

3

 

D

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

4

 

(

 

P

 

4

 

)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

4

 

方

 

向

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

P

 

4

 

D

 

)

プ
 
リ

 
ス

 
ケ

 
ー

 
ラ

 
X

 
(

 
P

 
R

 
E

 
X

 
)

タ

 

イ

 

マ

 

X

 

(

 

T

 

X

 

)

タ

 

イ

 

マ

 

カ

 

ウ

 

ン

 

ト

 

ソ

 

ー

 

ス

 

設

 

定

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

T

 

C

 

S

 

S

 

)

シ

 

リ

 

ア

 

ル

 

I

 

/

 

O

 

2

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

S

 

I

 

O

 

2

 

C

 

O

 

N

 

)

シ

 

リ

 

ア

 

ル

 

I

 

/

 

O

 

2

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

S

 

I

 

O

 

2

 

)

A

 

/

 

D

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

A

 

D

 

C

 

O

 

N

 

)

A

 

/

 

D

 

変

 

換

 

下

 

位

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

A

 

D

 

L

 

)

A

 

/

 

D

 

変

 

換

 

上

 

位

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

A

 

D

 

H

 

)

M

 

I

 

S

 

R

 

G

ウ

 

ォ

 

ッ

 

チ

 

ド

 

ッ

 

グ

 

タ

 

イ

 

マ

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ(

 

W

 

D

 

T

 

C

 

O

 

N

 

)

割

 

り

 

込

 

み

 

エ

 

ッ

 

ジ

 

選

 

択

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

I

 

N

 

T

 

E

 

D

 

G

 

E

 

)

C

 

P

 

U

 

モ

 

ー

 

ド

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

C

 

P

 

U

 

M

 

)

割

 

り

 

込

 

み

 

要

 

求

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

1

 

(

 

I

 

R

 

E

 

Q

 

1

 

)

割

 

り

 

込

 

み

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

1

 

(

 

I

 

C

 

O

 

N

 

1

 

)

プ
 
ル

 
ア

 
ッ

 
プ

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
(

 
P

 
U

 
L

 
L

 
)

ポ

 

ー

 

ト

 

P

 

1

 

P

 

3

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

P

 

1

 

P

 

3

 

C

 

)

送

 

信

 

/

 

受

 

信

 

バ

 

ッ

 

フ

 

ァ

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

T

 

B

 

/

 

R

 

B

 

)

U

 

S

 

B

 

ス

 

テ

 

ー

 

タ

 

ス

 

(

 

U

 

S

 

B

 

S

 

T

 

S

 

)

 

/

 

U

 

A

 

R

 

T

 

ス

 

テ

 

ー

 

タ

 

ス

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

U

 

A

 

R

 

T

 

S

 

T

 

S

 

)

シ

 

リ

 

ア

 

ル

 

I

 

/

 

O

 

1

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

S

 

I

 

O

 

1

 

C

 

O

 

N

 

)

U

 

A

 

R

 

T

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

U

 

A

 

R

 

T

 

C

 

O

 

N

 

)

ボ

 

ー

 

レ

 

ー

 

ト

 

ジ

 

ェ

 

ネ

 

レ

 

ー

 

タ

 

(

 

B

 

R

 

G

 

)

U

 

S

 

B

 

デ

 

ー

 

タ

 

ト

 

グ

 

ル

 

同

 

期

 

確

 

認

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

T

 

R

 

S

 

Y

 

N

 

C

 

)

U

 

S

 

B

 

割

 

り

 

込

 

み

 

要

 

因

 

判

 

別

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

1

 

(

 

U

 

S

 

B

 

I

 

R

 

1

 

)

U

 

S

 

B

 

割

 

り

 

込

 

み

 

要

 

因

 

判

 

別

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

2

 

(

 

U

 

S

 

B

 

I

 

R

 

2

 

)

U
 
S

 
B

 
割

 
り

 
込

 
み

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
(

 
U

 
S

 
B

 
I

 
C

 
O

 
N

 
)

U

 

S

 

B

 

送

 

信

 

デ

 

ー

 

タ

 

バ

 

イ

 

ト

 

数

 

設

 

定

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

0

 

 (

 

E

 

P

 

0

 

B

 

Y

 

T

 

E

 

)

U

 

S

 

B

 

送

 

信

 

デ

 

ー

 

タ

 

バ

 

イ

 

ト

 

数

 

設

 

定

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

1

 

 (

 

E

 

P

 

1

 

B

 

Y

 

T

 

E

 

)

U

 

S

 

B

 

P

 

I

 

D

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

0

 

(

 

E

 

P

 

0

 

P

 

I

 

D

 

)

U

 

S

 

B

 

P

 

I

 

D

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

1

 

(

 

E

 

P

 

1

 

P

 

I

 

D

 

)

U

 

S

 

B

 

ア

 

ド

 

レ

 

ス

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

U

 

S

 

B

 

A

 

)

U

 

S

 

B

 

シ

 

ー

 

ケ

 

ン

 

ス

 

ビ

 

ッ

 

ト

 

初

 

期

 

化

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ(

 

I

 

N

 

I

 

S

 

Q

 

1

 

)

U

 

S

 

B

 

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

U

 

S

 

B

 

C

 

O

 

N

 

)

プ

 

リ

 

ス

 

ケ

 

ー

 

ラ

 

1

 

2

 

(

 

P

 

R

 

E

 

1

 

2

 

)

タ

 

イ

 

マ

 

1

 

(

 

T

 

1

 

)

タ

 

イ

 

マ

 

2

 

(

 

T

 

2

 

)

タ

 

イ

 

マ

 

X

 

モ

 

ー

 

ド

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

(

 

T

 

M

 

)



7534グループ

Rev.3.00    2006.10.23    page 15 of 56
RJJ03B0105-0300

入出力ポート

【方向レジスタ】PiD

入出力ポートは方向レジスタを持っており、入力ポートと

して使用するか出力ポートとして使用するかビット単位に設

定することが可能です。方向レジスタを“１”にセットすると

その端子は出力ポートになります。“０”にクリアすると入力

ポートになります。

出力ポートに設定されている端子から読み込んだ場合は、

端子の値ではなくポートラッチの内容が読み込まれます。入

力ポートに設定されている端子はフローティングとなり、端

子の値を読み込むことができます。書き込んだ場合はポート

ラッチに書き込まれますが、端子はフローティングのままで

す。

【プルアップ制御】PULL

ポートP0、P3はプルアップ制御レジスタ（001616番地）を設

定することによりプログラムでプルアップの制御が可能で

す。ただし、出力ポートに設定されている端子はこの制御か

ら切り離され、プルアップは行われません。

【ポートP1P3制御】P1P3C

ポートP10、P12、P13、P36、P37は、ポートP1P3制御レジ

スタ（001716番地）を設定することによりプログラムでCMOS

入力レベル又は、TTL入力レベルの選択が可能です。

なお、36ピン版では、ポートP3方向レジスタ及びポートP3

レジスタの各ビット6は、必ず“１”にセットしてください。

32ピン版では、同レジスタの各ビット5、6、7は、必ず“１”

にセットしてください。

図14．プルアップ制御レジスタの構成

図15．ポートP1P3制御レジスタの構成

プルアップ制御レジスタ(001616番地)
PULL

P00プルアップ制御ビット

P01プルアップ制御ビット

P02,P03プルアップ制御ビット

P04～P07プルアップ制御ビット

P30～P33プルアップ制御ビット

P34プルアップ制御ビット

P35,P36プルアップ制御ビット

P37プルアップ制御ビット

b7                                        b0

注. 出力ポートに設定されている端子はプルアップ制御から切り離されます。

0：プルアップオフ
1：プルアップオン
初期値：FF16

ポートP1P3制御レジスタ(001716番地)
P1P3C

 P37/INT0　入力レベル選択ビット
　0：CMOSレベル
　1：TTLレベル

 P36/INT1　入力レベル選択ビット
　0：CMOSレベル
　1：TTLレベル

 P10,P12,P13　入力レベル選択ビット
　0：CMOSレベル
　1：TTLレベル

 不使用

b7                                        b0
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表５．入出力ポートの機能一覧

P00～P07

P10/RXD/D-
P11/TXD/D+

P12/SCLK
P13/SDATA

P14/CNTR0

P15,P16

P20/AN0～
P27/AN7

P30～P35

P36/INT1
P37/INT0

P40,P41

ポートP0

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4

入出力
ビット単位

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力

USB機能選択時、USB
入出力レベル

CMOS入力レベル
CMOS3ステート出力
(注)

キー入力割り込み

シリアルI/O1機能入
出力

シリアルI/O2機能入
出力

タイマX機能入出力

A/D変換入力

外部割り込み入力

プルアップ制御レジスタ

シリアルI/O1制御レジスタ

シリアルI/O2制御レジスタ

タイマXモードレジスタ

A/D制御レジスタ

割り込みエッジ選択レジスタ

(1)

(2)
(3)

(4)
(5)

(6)

(10)

(7)

(8)

(9)

(10)

端子名 名称 入出力 入出力形式 ポート以外の機能 関連するSFR 図番

注. P10,P12,P13,P36,P37はCMOS/TTL入力レベル
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図16．ポートのブロック図(1)

(3)ポートP11　

(1)ポートP0 (2)ポートP10

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

シリアルI/O1モード選択ビット(b7)

受信許可ビット

シリアルI/O1入力

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

シリアルI/O1出力

Pチャネル出力禁止ビット

方向レジスタ

データバス ポートラッチ

プルアップ制御

キー入力割り込み
発生回路へ

P10,P12,P13入力
レベル選択ビット

(5)ポートP13　　　

データバス

シリアルI/O2出力

シリアルI/O2入力

SDATA端子選択ビット

ポートラッチ

方向レジスタ

SDATA出力動作中信号

SDATA端子
選択ビット

P10,P12,P13入力
レベル選択ビット

(4)ポートP12

ポートラッチデータバス

シリアルI/O2クロック出力

シリアルI/O2クロック入力

SCLK端子選択ビット

P10,P12,P13入力
レベル選択ビット

方向レジスタ

シリアルI/O1モード選択ビット(b7)
シリアルI/O1モード選択ビット(b6)

送信許可ビット

D-入力

D-出力

USB出力イネーブル
(内部信号)

D+入力

D+出力

USB出力イネーブル
(内部信号)

USB差動入力+
-

＊P10,P12,P13の入力レベルは、ポートP1P3制御レジスタによりCMOS/TTLレベルの切り替えができます。
　TTLレベルでは、ヒステリシス特性はありません。

＊

＊＊

＊

シリアルI/O1モード選択ビット(b7)
シリアルI/O1モード選択ビット(b6)

シリアルI/O1モード選択ビット(b6)

シリアルI/O1モード選択ビット(b7)
シリアルI/O1モード選択ビット(b6)
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図17．ポートのブロック図(2)
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リセット（注2）

UART受信

USB INトークン

UART送信

USB SETUP/OUTトークン
リセット/サスペンド/レジューム

INT1

INT0

タイマX

キーオンウェイクアッ
プ

タイマ1

タイマ2

シリアルI/O2割り込み

CNTR0

A/D変換

BRK命令

割り込み

割り込みはベクトル割り込みで、外部4要因、内部9要因、

ソフトウェア1要因の14要因から発生することが可能です。
●割り込み制御

BRK命令割り込みを除く各割り込みは、割り込み要求ビッ

トと割り込み許可ビットを持っており、割り込み禁止フラグ

の影響を受けます。割り込み許可ビット及び割り込み要求

ビットが“１”でかつ割り込み禁止フラグが“０”のとき割り込

みは受け付けられます。

割り込み要求ビットはプログラムでクリアできますが、

セットはできません。割り込み許可ビットはプログラムで

セット、クリアできます。

なお、割り込みエッジ選択レジスタのビット7により

CNTR0とA/D変換割り込み要因を切り替え、ビット6によりタ

イマ2とシリアルI/O2割り込み要因を切り替え、ビット5によ

りタイマXとキーオンウェイクアップ割り込み要因を切り替

え、ビット４によりシリアルI/O送信とINT1割り込み要因を

それぞれ切り替えて使用できます。

リセットとBRK命令割り込みを禁止するフラグ又はビット

はありません。これら以外の割り込みは割り込み禁止フラグ

がセットされていると受け付けられません。

同時に複数の割り込み要求が発生した場合は、優先順位の

高い割り込みが受け付けられます。

●割り込み動作

　割り込みを受け付けると、

1．プログラムカウンタとプロセッサステータスレジスタが

自動的に退避されます。

2．割り込み禁止フラグがセットされ、割り込み要求ビット

がクリアされます。

3．割り込み飛び先番地がプログラムカウンタに入ります。
●注意事項

外部割り込み（INT0、INT1、CNTR0）のアクティブエッジ

を設定する際、割り込み要求ビットがセットされることがあ

ります。割り込みを禁止し、割り込みエッジ選択レジスタ

（CNTR0の場合はタイマXモードレジスタ）を設定した後割り

込み要求ビットをクリアしてから、割り込みを受け付けてく

ださい。

表６．割り込みベクトル番地と優先順位

リセット時

UARTデータ受信完了時

INトークン検出時

UART送信シフト完了時又は送信
バッファ空き時

SETUP/OUTトークン検出時又は
リセット/サスペンド/レジューム検出時

INT1入力の立ち上がり又は立ち下が
りエッジ検出時

INT0入力の立ち上がり又は立ち下が
りエッジ検出時

タイマXアンダフロー時

ポートP0（入力時）の入力論理レベル
の論理積の立ち下がり時

タイマ1アンダフロー時

タイマ2アンダフロー時

送信又は受信シフト終了時

CNTR0入力の立ち上がり又は立ち下
がりエッジ検出時

A/D変換終了時

BRK命令実行時

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ノンマスカブル

UARTモード時有効

USBモード時有効

UARTモード時有効

USBモード時有効

外部割り込み（極性プログラマブル）

外部割り込み（極性プログラマブル）

外部割り込み（立ち下がり有効）

STP解除タイマアンダフロー

外部割り込み（極性プログラマブル）

ノンマスカブルソフトウェア割り込み

上位

FFFD16

FFFB16

FFF916

FFF716

FFF516

FFF316

FFF116

FFEF16

FFED16

下位

FFFC16

FFFA16

FFF816

FFF616

FFF416

FFF216

FFF016

FFEE16

FFEC16

割り込み要因 優先
順位

ベクトル番地（注1）
割り込み要求発生条件 備考

注1．ベクトル番地とは，割り込み飛び先番地の格納番地を示します。

　2．リセットは最上位の優先順位を持つ割り込みとして処理されます。
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図18．割り込み制御図

図19．割り込み関係レジスタの構成

割り込み要求ビット
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割り込み禁止フラグ　I

BRK命令
リセット

割り込み要求

U
 
A

 
R

 
T

 
受

 
信

 
/

 
U

 
S

 
B

 
I

 
N

 
ト

 
ー

 
ク

 
ン

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

0
 
：
 

割
 

り
 

込
 

み
 

要
 

求
 

な
 

し
1

 

：

 

割

 

り

 

込

 

み

 

要

 

求

 

あ

 

り

割
 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
1

 
（

 
0

 
0

 
3

 
C1

 
6番

 
地

 
）

I
 
R
 
E

 
Q

 
1

b
 
7

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
b

 
0

割
 
り

 
込

 
み

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
1

 
（

 
0

 
0

 
3

 
E1

 
6番

 
地

 
）

U
 
A

 
R

 
T

 
受

 
信

 
/

 
U

 
S

 
B

 
I

 
N

 
ト

 
ー

 
ク

 
ン

 
割

 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト

I
 
C
 
O

 
N

 
1

0
 
：
 

割
 

り
 

込
 

み
 

禁
 

止
1

 

：

 

割

 

り

 

込

 

み

 

許

 

可

b
 
7

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
b

 
0

割
 
り

 
込

 
み

 
エ

 
ッ

 
ジ

 
選

 
択

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
（

 
0

 
0

 
3

 
A1

 
6番

 
地

 
）

I
 
N
 
T0割

 
り

 
込

 
み

 
エ

 
ッ

 
ジ

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

0

 

:

 

立

 

ち

 

下

 

が

 

り

 

エ

 

ッ

 

ジ

 

ア

 

ク

 

テ

 

ィ

 

ブ
1

 

:

 

立

 

ち

 

上

 

が

 

り

 

エ

 

ッ

 

ジ

 

ア

 

ク

 

テ

 

ィ

 

ブ

 

　

 

　

I
 
N
 
T

 
E

 
D

 
G

 
E

b
 
7

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
b

 
0

C
 
N

 
T

 
R0又

 
は

 
A

 
D

 
変

 
換

 
割

 
り

 
込

 
み

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

　

 

　

 

0

 

:

 

C

 

N

 

T

 

R0
　

 

　

 

1

 

:

 

A

 

D

 

変

 

換

タ
 
イ

 
マ

 
2

 
又

 
は

 
シ

 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
2

 
割

 
り

 
込

 
み

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

　

 

　

 

0

 

:

 

タ

 

イ

 

マ

 

2
　

 

　

 

1

 

:

 

シ

 

リ

 

ア

 

ル

 

I

 

/

 

O

 

2

タ
 
イ

 
マ

 
Ｘ

 
又

 
は

 
キ

 
ー

 
オ

 
ン

 
ウ

 
ェ

 
イ

 
ク

 
ア

 
ッ

 
プ

 
割

 
り

 
込

 
み

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

　

 

　

 

0

 

:

 

タ

 

イ

 

マ

 

Ｘ
　

 

　

 

1

 

:

 

キ

 

ー

 

オ

 

ン

 

ウ

 

ェ

 

イ

 

ク

 

ア

 

ッ

 

プ

シ
 
リ

 
ア

 
ル

 
Ｉ

 
/

 
Ｏ

 
1

 
又

 
は

 
、

 
I

 
N

 
T1割

 
り

 
込

 
み

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

0

 

:

 

シ

 

リ

 

ア

 

ル

 

Ｉ

 

/

 

Ｏ
1

 

:

 

I

 

N

 

T1

不
 
使

 
用

 
（

 
読

 
み

 
出

 
し

 
時

 
 

 
“

 
0

 
”

 
）

I
 
N
 
T1割

 
り

 
込

 
み

 
エ

 
ッ

 
ジ

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

0

 

:

 

立

 

ち

 

下

 

が

 

り

 

エ

 

ッ

 

ジ

 

ア

 

ク

 

テ

 

ィ

 

ブ
1

 

:

 

立

 

ち

 

上

 

が

 

り

 

エ

 

ッ

 

ジ

 

ア

 

ク

 

テ

 

ィ

 

ブ

不
 
使

 
用

 
（

 
読

 
み

 
出

 
し

 
時

 
“

 
0

 
”

 
）

C
 
N

 
T

 
R0又

 
は

 
A

 
D

 
変

 
換

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

タ
 
イ

 
マ

 
2

 
又

 
は

 
シ

 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
2

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

タ
 
イ

 
マ

 
1

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

タ
 
イ

 
マ

 
Ｘ

 
又

 
は

 
キ

 
ー

 
オ

 
ン

 
ウ

 
ェ

 
イ

 
ク

 
ア

 
ッ

 
プ

 
割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

I
 
N
 
T0割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

U
 
A

 
R

 
T

 
送

 
信

 
/

 
U

 
S

 
B

 
S

 
E

 
T

 
U

 
P

 
/

 
O

 
U

 
T

 
ト

 
ー

 
ク

 
ン

 
/

 
リ

 
セ

 
ッ

 
ト

 
/

 
サ

 
ス

 
ペ

 
ン

 
ド

 
/

 
レ

 
ジ

 
ュ

 
ー

 
ム

 
/

 
I

 
N

 
T1割

 
り

 
込

 
み

 
要

 
求

 
ビ

 
ッ

 
ト

不
 
使

 
用

 
（

 
読

 
み

 
出

 
し

 
時

 
“

 
0

 
”

 
）

（

 

“

 

1

 

”

 

を

 

書

 

き

 

込

 

ま

 

な

 

い

 

で

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。

 

）

C
 
N

 
T

 
R0又

 
は

 
A

 
D

 
変

 
換

 
割

 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト

タ
 
イ

 
マ

 
2

 
又

 
は

 
シ

 
リ

 
ア

 
ル

 
I

 
/

 
O

 
2

 
割

 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト

タ
 
イ

 
マ

 
1

 
割

 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト

タ
 
イ

 
マ

 
Ｘ

 
又

 
は

 
キ

 
ー

 
オ

 
ン

 
ウ

 
ェ

 
イ

 
ク

 
ア

 
ッ

 
プ

 
割

 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト

I
 
N
 
T0割

 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト

U
 
A

 
R

 
T

 
送

 
信

 
/

 
U

 
S

 
B

 
S

 
E

 
T

 
U

 
P

 
/

 
O

 
U

 
T

 
ト

 
ー

 
ク

 
ン

 
/

 
リ

 
セ

 
ッ

 
ト

 
/

 
サ

 
ス

 
ペ

 
ン

 
ド

 
/

 
レ

 
ジ

 
ュ

 
ー

 
ム

 
/

 
I

 
N

 
T1割

 
り

 
込

 
み

 
許

 
可

 
ビ

 
ッ

 
ト



7534グループ

Rev.3.00    2006.10.23    page 21 of 56
RJJ03B0105-0300

キー入力割り込み（キーオンウェイクアップ）

キー入力割り込みは、ポートP0のうち入力に設定されてい

る端子のいずれかに“L”レベルの電圧が印加されると、すな

わち入力レベルの論理積が“１”から“０”になると割り込み要

求が発生します。図はキー入力割り込みを用いた一例で、

ポートP00～P03を入力とするアクティブ“L”のキーマトリク

スを構成すると、キーを押すことによって割り込みが発生し

ます。

図20．キー入力割り込み使用時の結線例とポートP0のブロック図

＊ ＊＊

＊ ＊＊

＊ ＊＊

＊ ＊＊

＊ ＊＊

＊ ＊＊

＊ ＊＊

＊ ＊＊

ポートP00
ラッチ

ポートP00
方向レジスタ=“0”

ポートP01
ラッチ

ポートP01
方向レジスタ=“0”

ポートP02
ラッチ

ポートP02
方向レジスタ=“0”

ポートP03
ラッチ

ポートP03
方向レジスタ=“0”

ポートP04
ラッチ

ポートP04
方向レジスタ=“1”

ポートP05
ラッチ

ポートP05
方向レジスタ=“1”

ポートP06
ラッチ

ポートP06
方向レジスタ=“1”

ポートP07
ラッチ

ポートP07
方向レジスタ=“1”

P00入力

P01入力

P02入力

P03入力

P04出力

P05出力

P06出力

P07出力

PULLレジスタ
ビット3 =“0”

ポートP0
入力読み出し回路

キー入力割り込み要求

ポートPXx
“L”レベル出力

＊　 プルアップ用 Pチャネル トランジスタ

＊＊ CMOS 出力バッファ

PULLレジスタ
ビット3 =“0”

PULLレジスタ
ビット3 =“0”

PULLレジスタ
ビット1 =“1”

PULLレジスタ
ビット3 =“0”

PULLレジスタ
ビット2 =“1”

PULLレジスタ
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ビット0 =“1”

立ち下がり
エッジ検出

立ち下がり
エッジ検出
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タイマ

タイマはタイマX、タイマ1及びタイマ2の3本あります。

すべてのタイマ及びプリスケーラの分周比は、タイマラッ

チ又はプリスケーララッチの内容をnとすると1/（n+1）になり

ます。

タイマはカウントダウン方式で、カウンタの内容が“０”に

なった次のカウントパルスでアンダフローし、タイマラッチ

の内容が再びタイマにロードされます。またタイマがアンダ

フローすると各タイマに対応する割り込み要求ビットが“１”

にセットされます。

タイマ1，タイマ2

プリスケーラ12は、常に発振周波数を16分周した信号をカ

ウントします。タイマ1及びタイマ2は、常にプリスケーラの

出力をカウントし、周期的に割り込み要求ビットをセットし

ます。

タイマX

タイマXはタイマXモードレジスタを設定することによ

り、それぞれ4つの動作モードを選択することができます。

(1) タイマモード

タイマXカウントソース選択ビットにより選ばれた信号を

カウントします。

(2) パルス出力モード

タイマXカウントソース選択ビットにより選ばれた信号を

カウントし、タイマの内容が“０”になるたびに極性の反転す

る出力をCNTR0端子より出力します。CNTR0極性切り替え

ビットが“０”のときは、CNTR0端子の出力は“H”出力から開

始します。“１”のときは､“L”出力から開始します。このモー

ドを使用する場合はポートP14の方向レジスタを出力モード

に設定してください。

(3) イベントカウンタモード

CNTR0端子からの入力信号をカウントすることを除けばタ

イマモードと同じ動作をします。

CNTR0極性切り替えビットが“０”のときは、CNTR0端子の

立ち上がりエッジを､“１”のときは立ち下がりエッジをカウ

ントします。

(4) パルス幅測定モード

CNTR0極性切り替えビットが“０”のときは、CNTR0端子が

“H”の期間、タイマXカウントソース選択ビットにより選ば

れた信号をカウントします。“１”のときは､“L”の期間、カウ

ントします。

いずれのモードでも、タイマＸカウント停止ビットを“１”

に設定することによりカウントを停止することが可能です。

また、タイマがオーバフローするたびに割り込み要求ビット

をセットします。

図21．タイマＸモードレジスタの構成

図22．タイマカウントソース設定レジスタの構成

タイマXモードレジスタ(002B16番地)
TM

タイマX動作モードビット
　b1   b0 
　0　  0：タイマモード
　0　  1：パルス出力モード
　1　  0：イベントカウンタモード
　1　  1：パルス幅測定モード

CNTR0極性切り替えビット
　0：立ち下がり割り込み
　  　立ち上がりカウント
　　  (イベントカウンタモード時)
　1：立ち上がり割り込み
　  　立ち下がりカウント
　　  (イベントカウンタモード時)

タイマXカウント停止ビット
　0：カウント開始
　1：カウント停止

不使用（読み出し時“0”）

　
　　

　　　　

    
 

b7                                        b0

タイマカウントソース設定レジスタ
TCSS　　　　　　　　(002E16番地)

タイマXカウントソース選択ビット（注）
　0：f(XIN)/16
　1：f(XIN)/2

不使用（読み出し時“0”）

　

　　　　

注．タイマXカウントソース選択ビットを切り替える場合は、
　　必ずタイマXのカウント動作を停止させた状態で行ってください。

b7                                        b0
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図23．タイマX，タイマ1及びタイマ2のブロック図
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シリアルインタフェース

●シリアルI/O1

(1)非同期形シリアルI/O(UART)モード

シリアルI/O1は、非同期形（UART）として動作可能です。

また、シリアルI/O1動作時のボーレート発生専用タイマ

（ボーレートジェネレータ）を備えています。

8つのシリアルデータ転送フォーマットが選択可能です。

この転送フォーマットは送受信側で統一しておく必要があり

ます。

シリアルデータの送信、受信を行う送信シフトレジスタ、

受信シフトレジスタにそれぞれのバッファレジスタを持って

います（メモリ上の番地は同一）。シフトレジスタは直接読み

書きすることができませんので、送信データの書き込み、受

信データの読み出しはそれぞれのバッファレジスタに対して

行います。また、これらのバッファレジスタによって次に送

信すべきデータを書き込んでおいたり、2バイトの受信デー

タを連続して受信することができます。

また、連続送信有効ビット（SIO1CONのb2）を“１”にするこ

とによって同一データを連続して送信し続けることができま

す。これにより簡易PWMとして使用することが可能です。

図24．UART形シリアルI/O1ブロック図

図25．UART形シリアルI/O1動作図
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* 2ストップビットモードの場合
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7/8データビット
1/0パリテイビット
1/2ストップビット

注 1．エラーフラグの検出は、RBF=1と同時に行われます（受信の場合は第一ストップビットになります）。
　 2．送信割り込み(TI)は、シリアルI/O1制御レジスタの送信割り込み要因選択ビット(TIC)により、TBE=1又はTSC=1のどちらかを選択します。
　 3．受信割り込み(RI)は、RBF=1によってセットされます。
　 4．TSC=1のときは、送信バッファレジスタに書き込み後、TSC=0になるまでにデータシフトサイクルの0.5～1.5サイクルを要します。
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【シリアルI/O1制御レジスタ】SIO1CON

シリアルI/O1制御レジスタはシリアルI/O1の各種制御を行

う8ビットの選択ビットで構成されています。

【UART制御レジスタ】UARTCON

UART選択時に有効な4ビットの制御ビットと1ビットの常

に有効な制御ビットより構成された5ビットのレジスタで

す。このレジスタの内容でシリアルデータ送受信時のデータ

フォーマット、P11/TXD端子の入出力形式などを設定しま

す。

【UARTステータスレジスタ】UARTSTS

このレジスタはUART選択時にUARTステータスレジスタ

(UARTSTS)として機能し、UARTの動作状態を示すフラグ及

び各種エラーフラグで構成された7ビットの読み出し専用レ

ジスタです。

受信バッファフルフラグは受信バッファレジスタを読み出

すと“０”にクリアされます。

エラー検出は、データが受信シフトレジスタから受信バッ

ファレジスタに転送され、受信バッファフルフラグがセット

されると同時に行われます。UARTステータスレジスタへの

書き込みですべてのエラーフラグ（OE，PE，FE，SE）がクリ

アされます。また、シリアルI/O1モード選択ビット（MOD1,

MOD0）に“０”を書き込むとエラーフラグを含む全てのス

テータスフラグが“０”にクリアされます。

このレジスタはリセット時“8116”に初期化されますが、シ

リアルI/O1制御レジスタの送信許可ビットを“１”にしたとき

ビット2は“１”になります。

【送信/受信バッファレジスタ】TB/RB

送信バッファレジスタと受信バッファレジスタは同じアド

レスに配置されており、送信バッファレジスタは書き込み専

用、受信バッファレジスタは読み出し専用です。また、キャ

ラクタビット長が7ビットの場合、受信バッファレジスタに

格納される受信データのMSBは“０”となります。

【ボーレートジェネレータ】BRG

シリアル転送のビットレートを決定します。

リロードレジスタを持った8ビットのカウンタで、値ｎを

設定することにより、カウントソースを1/（n＋1）の分周比で

分周します。

図26．UART形シリアルI/O1連続送信動作図
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TBE=0

STD0 D1 SP D0 D1ST SP ST
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送信バッファレジスタ
書き込み信号

シリアル出力　TXD

1スタートビット
7/8データビット
1/0パリテイビット
1/2ストップビット

注 1．シリアルI/O1モード選択ビット(b7,b6)=“10”、送信許可ビット=“1”、連続送信有効ビット=“1”の状態で送信バッファへ書き込みを行う　
　　　と、同一データの連続送信を開始します。
　２．連続送信を止める場合は、連続送信有効ビット=0にしてください。送信中の１バイトの送信が終了した後T XD端子は“H”出力で停止します。
　３．連続送信中に送信バッファの内容を書き替えると、送信中の１バイトの送信が終了した後、書き替えられたデータの送信が始まります。
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(2)ユニバーサルシリアルバス(USB)モード

シリアルI/O1制御レジスタ(001A16番地)のビット7とビット

6を“11”にセットすることにより、USBモードが選択されま

す。Low-Speed USB2.0仕様に準拠したFunction機能を持って

います。このモードにおいて、シリアルI/O1の割り込み要因

は、USBイン及びアウトトークン受信、セットアップトーク

ン受信、USBリセット、サスペンド、レジュームの6要因で

す。更に、UARTステータス/USBステータスレジスタはUSB

ステータスレジスタ(USBSTS)として機能します。また、

USB基準電圧出力であるUSBVREFOUT端子を備えており、D-

ラインを1.5 kΩの外付け抵抗により、プルアップすることが

可能です。

USBモードブロック図及びUSBトランシーバブロック図を

図27、28に示します。

図27．USBモードブロック図

図28．USBトランシーバブロック図
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図29．シリアルI/O1関係レジスタの構成(1)
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図30．シリアルI/O1関係レジスタの構成(2)
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図33．シリアルI/O1関係レジスタの構成(5)
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■USBモード使用時の注意事項

・SE0(Single Ended 0)信号(受信時)の取り扱い

7534グループでは、表7に示すように、SE0信号の幅によっ

てUSBリセット又はEOP(End of Packet)を区別できます。

また、デバイスの置かれている状態によっては、異なる応

答をする必要があります。

表７．SE0の幅及びデバイスの状態に依存した処理方法の関係

SE0の幅

0μs.

0.5μs.

0.5μs.

2.5μs.

2.5μs.

2.67μs.

2.67μs.

Spec

SIE

F/W

Spec

SIE

F/W

Spec

SIE

F/W

Spec

SIE

F/W

アイドル状態

TKNE = X

RSME= 0

RSTE= 1

無視

サスペンドタイマカウント
動作継続

何もしない

キープアライブ

サスペンドタイマカウント
値初期化

何もしない

キープアライブ又はリセット

キープアライブかつリセッ
ト割り込みであると判断す
る場合がある

割り込み要求がない場合は、
そのままキープアライブ

割り込み要求ありの場合
は、リセット処理

リセット

リセット割り込み要求

リセット処理

リセット又は
レジューム

リセット割り込み
要求

リセット割り込み
処理

レジューム割り込
み処理

トークンフェーズの最後

TKNE= 1

RSME = 0

RSTE= 1

無視

EOPとして検出しない。
(この後、EOPを検出しな
かった場合、SIEはタイムア
ウトし、アイドル状態に戻
る。FEOPEフラグが立つ。)

何もしない

EOP

トークン割り込み要求

トークン割り込み処理実行

EOP又はリセット

EOPかつリセット割り込みで
あると判断する場合がある

RxPID = 1＞トークン割り　
　　　　    込み処理

RxPID = 0＞リセット割り　
　　　　　込み処理

リセット

リセット割り込み要求

リセット処理

データ又はハンドシェーク
フェーズの最後

TKNE= 0

RSME= 0

RSTE = 0又は1

無視

EOPとして検出しない。
(この後、EOPを検出しな
かった場合、SIEはタイムア
ウトし、アイドル状態に戻
る。FEOPEフラグが立つ。)

次のEOPフラグが立つまで
待機

EOP

EOPフラグをセット

EOPフラグのセットを確認
し、次の処理へ

EOP又はリセット

EOPかつリセット割り込みで
あると判断する場合がある

割り込み要求がない場合
は、そのまま処理を継続

割り込み要求ありの場合
は、リセット処理

リセット

リセット割り込み要求

リセット処理

サスペンド状態

TKNE = 0

RSME = 1

RSTE = 0

なお、下記表中の略称については次の通りです。

・TKNE:トークン割り込みイネーブル(2016番地のビット6)

・RSME:レジューム割り込みイネーブル(2016番地のビット5)

・RSTE:USBリセット割り込みイネーブル(2016番地のビット4)

・Spec: Low-Speed USB2.0仕様で要求されるデバイスの反応

・SIE:7534グループのハードウェアの動作

・F/W:プログラム上での処理方法

・FEOPE: フォールスEOPエラーフラグ(1916番地のビット2)

・RxPID:トークン割り込みフラグ(1F16番地のビット7)

Spec

SIE

F/W

・USBPID制御レジスタ0（002316番地）の機能について

　　このレジスタのbit4（OUTトークンに対するSTALLハンドシェーク制御）は、以下の特殊な条件では、SIEによって強制的に

セットされます。

　　セット条件：コントロールリード転送のステータスステージにおいて、データパケットのPID＝DATA0（不正なPID）のとき

・受信時SYNCフィールドについて

　　通常SYNCフィールドは、8ビットの“KJKJKJKK”で構成されますが、7534グループのSIEでは、最後の6ビットが“KJKJKK”

と一致すれば、SYNCと見なすようにしています。

デバイスの状態
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●シリアルI/O2

シリアルI/O2はクロック同期形としてのみ動作可能です。

シリアルI/O2においては、シリアルI/Oの動作クロックに送

信側マイコン、受信側マイコンとも同一のクロックを用いま

す。動作クロックとして内部クロックを用いた場合、送受信

の開始はシリアルI/O2レジスタへの書き込み信号により行わ

れます。

【シリアルI/O2制御レジスタ】SIO2CON

シリアルI/O2制御レジスタは8ビットで、シリアルI/O2の各

種制御を行う選択ビットで構成されています。

・受信する為に、ビット3に“０”を設定してください。

・受信時、シフト終了後にシリアルI/O2レジスタへダミー

　データを書き込むことによってビットをクリアします。

・ビット7はシフト動作の終了よりシフトクロック半サイ

クル分早くセットされます。したがって、このビットを使用

してシフト終了を確認する場合、このビットが“１”に設定さ

れたことを確認後、クロック半サイクル分以上待ち、シリア

ルI/O2レジスタへの読み出し/書き込みを行ってください。

図34．シリアルI/O2制御レジスタの構成

図35．シリアルI/O2ブロック図

内部同期クロック選択ビット
　000：f(XIN)の８分周
　001：f(XIN)の１６分周
　010：f(XIN)の３２分周
　011：f(XIN)の６４分周
　110：f(XIN)の１２８分周
　111：f(XIN)の２５６分周

SDATA端子選択ビット(注)
　0：入出力ポート/SDATA入力
　1：SDATA出力

不使用
(読み出し時“0”)

転送方向選択ビット
　0：LSBファースト
　1：MSBファースト

SCLK端子選択ビット
　0：外部クロック(SCLKは入力)
　1：内部クロック(SCLKは出力)

送受信シフト終了フラグ
　0：シフト中
　1：シフト終了

シリアルI/O2制御レジスタ(003016番地)
SIO2CON

注．SDATA入力として使用される場合は、P13方向レジスタ＝“0” 　 
　　にしてください。 

b7                                        b0

P12/SCLK

1/8
1/16

分
周
器

1/32
1/64
1/128
1/256

“1”

内部同期クロック
選択ビット

SCLK端子選択
ビット

“0”

XIN

SCLK

“0”

“1” シリアルI/Oカウンタ２(3)

P13/SDATA

データバス

シリアルI/O2
　割り込み要求

シリアルI/Oシフトレジスタ２(8)

“0”

“1”

SDATA端子選択ビット

P12ラッチ

P13ラッチ

SDATA端子選択ビット

SCLK端子選択ビット
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シリアルI/O2の動作

シリアルI/O2レジスタ（003116）に書き込みを行うとシリア

ルI/O2カウンタが“7”にセットされます。

書き込み後、転送クロックが“H”から“L”に変化するごと

に、SDATA端子からデータが出力されます。また、転送ク

ロックが“L”から“H”に変化するごとにSDATA端子からデータ

が取り込まれると同時にシリアルI/O2レジスタの内容が1

ビットシフトされます。

転送クロック源に内部クロックを選択している場合、転送

クロックを8回カウントすると次のような動作が行われま

す。

・シリアルI/Oカウンタ2は“０”にクリア。

・転送クロックは“H”で停止。

・割り込み要求ビットがセット。

・シフト終了フラグがセット。

また、データ転送終了後SDATA端子がハイインピーダンス

状態になります（図36参照）。

転送クロック源に外部クロックを選択している場合、転送

クロックを8回カウントすると割り込み要求ビットはセット

されますが、転送クロックは停止しませんので、外部でク

ロックを制御してください。また、データ転送完了後は

SDATA端子はハイインピーダンス状態になりませんので注意

が必要です。

図36．シリアルI/O2タイミング（LSBファーストの場合）

D0 D1 D4 D6D2 D3 D5 D7

0

0

注．内部クロック選択時は転送終了後、SDATA端子はハイインピーダンスとなります。
　　ただし、P13/SDATA端子の方向レジスタが入力モードの場合です。

同期クロック

転送クロック

シリアルI/O2レジスタ
書き込み信号

シリアルI/O2出力
送信時SDATA

シリアルI/O2入力
受信時SDATA

割り込み要求ビットセット

(注)
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A/Dコンバータ

【A/D変換レジスタ】AD

A/D変換結果が格納される読み出し専用のレジスタです。

A/D変換中はこのレジスタを読み出さないでください。

【A/D制御レジスタ】ADCON

A/D変換器の制御を行うためのレジスタです。ビット2～

ビット0はアナログ入力端子の選択ビットです。ビット4は

AD変換終了ビットで、A/D変換中は“０”、A/D変換が終了す

ると“１”になります。このビットに“０”を書き込むことによ

り、A/D変換が開始されます。

【比較電圧発生器】

VSSとVREFの間の電圧を抵抗ラダーによって1024分割し分

圧出力します。A/D変換中以外は、VREF端子とVSS端子から

切り離されるため、抵抗ラダーに電流は流れません。

【チャネルセレクタ】

ポートP27/AN7～P20/AN0より1本を選択し、コンパレータ

に入力します。

【コンパレータ及び制御回路】

アナログ入力電圧と比較電圧の比較を行い、その結果をA/

D変換レジスタに格納します。また、A/D変換終了時にAD変

換終了ビット及びAD割り込み要求ビットを“１”にセットし

ます。コンパレータは容量結合で構成されていますので、A/

D変換中はf（XIN）を500kHz以上にしてください。

図37．A/D制御レジスタの構成

図38．A/D変換レジスタの構成

図39．A/D変換器ブロック図
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ウォッチドッグタイマ

ウォッチドッグタイマは、暴走などによりプログラムが正

常なループを走らなかった場合に、リセット状態に復帰する

手段を与えるものです。

ウォッチドッグタイマは8ビットのウォッチドッグタイマ

Hと8ビットのウォッチドッグタイマLの計16ビットのカウン

タで構成されています。

●ウォッチドッグタイマの基本動作

リセット後ウォッチドッグタイマ制御レジスタ（003916番

地）への書き込みがない場合、ウォッチドッグタイマは停止

状態です。ウォッチドッグタイマ制御レジスタ（003916番地）

に任意の値を書き込むことによりカウントダウンを開始し、

ウォッチドッグタイマHのアンダフローにより内部リセット

が発生します。したがって、通常はアンダフローする前に

ウォッチドッグタイマ制御レジスタ（003916番地）に書き込み

を行うようにプログラムを組みます。ウォッチドッグタイマ

制御レジスタ（003916番地）を読み出した場合は、ウォッチ

ドッグタイマHのカウンタの上位6ビット、STP命令禁止ビッ

ト、ウォッチドッグタイマHカウントソース選択ビットの値

が読まれます。

(1) ウォッチドッグタイマの初期値

リセット又はウォッチドッグタイマ制御レジスタ（003916

番地）への書き込みによりウォッチドッグタイマHは“FF16”�

に、ウォッチドッグタイマLは“FF16”に設定されます。

(2) ウォッチドッグタイマHカウントソース選択ビットの

動作

ウォッチドッグタイマ制御レジスタ（003916番地）のビット

7によりウォッチドッグタイマHのカウントソースの選択が可

能です。

このビットが“０”の場合、カウントソースはウォッチドッ

グタイマLのアンダフロー信号となります。検出時間は

f（XIN）=6MHz時174.763msになります。

このビットが“１”の場合、カウントソースはf（XIN）の16分

周信号となります。この場合の検出時間はf（XIN）=6MHz時

683μsになります。

このビットはリセット後“０”になります。

(3) STP命令禁止ビットの動作

ウォッチドッグタイマ制御レジスタ（003916番地）のビット

6によりウォッチドッグタイマ動作時のSTP命令を禁止するこ

とができます。

このビットが“０”の場合、STP命令は許可です。

このビットが“１”の場合、STP命令は禁止され、STP命令

が実行されると内部リセットが発生します。このビットは一

旦“１”にするとプログラムで“０”に書き替えることはできな

くなります。

このビットはリセット後“０”になります。

図40．ウォッチドッグタイマのブロック図

図41．ウォッチドッグタイマ制御レジスタの構成

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

へ

 

の
書

 

き

 

込

 

み

 

時
“

 

F

 

F1

 

6”

 

セ

 

ッ

 

ト

デ
 
－

 
タ

 
バ

 
ス

“
 
0

 
”

“
 
1

 
”1

 
/
 
1

 
6

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

 
H

カ

 

ウ

 

ン

 

ト

 

ソ

 

ー

 

ス
選

 

択

 

ビ

 

ッ

 

ト

リ
 
セ

 
ッ

 
ト

回

 

路

S
 
T

 
P

 
命

 
令

 
禁

 
止

 
ビ

 
ッ

 
ト

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

 
H

 
 

 
(

 
8

 
)

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

制

 

御

 

レ

 

ジ

 

ス

 

タ

 

へ

 

の
書

 

き

 

込

 

み

 

時
“

 

F

 

F1

 

6”

 

セ

 

ッ

 

ト

内
 
部

 
リ

 
セ

 
ッ

 
ト

R
 
E

 
S

 
E

 
T

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

 
L

 
 

 
(

 
8

 
)

S
 
T

 
P

 
命

 
令

XI
 

N

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

 
H

 
 

 
(

 
上

 
位

 
6

 
ビ

 
ッ

 
ト

 
読

 
み

 
出

 
し

 
専

 
用

 
)

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

 
制

 
御

 
レ

 
ジ

 
ス

 
タ

 
（

 
0

 
0

 
3

 
91

 
6番

 
地

 
）

W

 

D

 

T

 

C

 

O

 

N

b
 
7

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
b

 
0

S
 
T

 
P

 
命

 
令

 
禁

 
止

 
ビ

 
ッ

 
ト

　

 

0

 

：

 

S

 

T

 

P

 

命

 

令

 

許

 

可
　

 

1

 

：

 

S

 

T

 

P

 

命

 

令

 

禁

 

止

ウ
 
ォ

 
ッ

 
チド

 
ッ

 
グ

 
タ

 
イ

 
マ

 
H

 
カ

 
ウ

 
ン

 
ト

 
ソ

 
ー

 
ス

 
選

 
択

 
ビ

 
ッ

 
ト

　

 

0

 

：

 

ウ

 

ォ

 

ッ

 

チ

 

ド

 

ッ

 

グ

 

タ

 

イ

 

マ

 

L

 

の

 

ア

 

ン

 

ダ

 

フ

 

ロ

 

ー
　

 

1

 

：

 

f

 

(

 

XI

 

N)

 

/

 

1

 

6



7534グループ

Rev.3.00    2006.10.23    page 37 of 56
RJJ03B0105-0300

リセット回路

電源電圧が4.1～5.5Vにあり、XINが安定発振していると
______

き、RESET端子を15μs以上“L”レベルに保つとリセット状態
______

になり、その後RESET端子を“H”レベルに戻すとリセット解

除されます。FFFD16番地の内容を上位アドレス、FFFC16番

地の内容を下位アドレスとする番地からプログラムスタート

します。

リセット入力電圧は、電源電圧が4.1Vを�通過する時点で

0.82V以下になるようにしてください。

図42．リセット回路例

図43．リセット時のタイミング図
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図44．リセット時の内部状態
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クロック発生回路

XINとXOUTの間に共振子を接続することにより発振回路を

形成することができます。共振子使用時の容量などの定数

は、共振子によって異なりますので共振子メーカの推奨値を

ご使用ください。XIN-XOUT端子間には帰還抵抗を内蔵して

います(条件によって帰還抵抗の外付けが必要になることが

あります)。

●発振制御

(1)ストップモード

STP命令を実行すると内部クロックφが“H”の状態で停止

し、XINの発振が停止します。このとき、STP命令解除後発

振安定時間設定ビットが“０”のとき、タイマ1には“0116”、プ

リスケーラ12には“FF16”が設定されます。一方、STP命令解

除後発振安定時間設定ビットが“１”のときは、タイマ1、プ

リスケーラ12には何も設定されませんので、ご使用になる発

振子の発振安定時間にあった待ち時間を設定してください。

プリスケーラ12の入力にはXINの16分周が強制的に接続され

ます。発振は外部割り込みが受け付けられると再開します

が、内部クロックφは、タイマ1がアンダフローするまで“H”

のままです。タイマ1がアンダフローしてはじめて内部ク

ロックφが供給されます。これは、セラミック発振などを使

用した場合、発振の立ち上がりに時間を要するためです。リ

セットによって発振を再開させた場合は、待ち時間が生成さ
______

れませんので、発振が安定するまでの期間RESET端子に“L”

レベルを印加してください。

(2)ウェイトモード

WIT命令を実行すると、内部クロックφが“H”の状態で停

止しますが、発振器は停止しません。リセット又は割り込み

を受け付けると内部クロックφの停止を解除します。発振器

は停止していませんので直ちに命令を実行できます。

�STPあるいはWIT状態を解除する場合、割り込みが受け付

けられるためには、STPあるいはWIT命令を実行する前に対

応する割り込み許可ビットを“１”にしておく必要がありま

す。また、STP状態の解除の場合、プリスケーラ12、タイマ

1はXINを16分周したクロックをカウントしますので、STP命

令を実行する前にタイマ1割り込み許可ビットを“０”にして

ください。

■注意事項

STP命令解除後発振安定時間設定ビットを“１”で使用され

る場合は、使用される発振子の発振安定時間を十分評価し

た上で、タイマ1、プリスケーラ12に値を設定してくださ

い。

●クロックモード

リセット解除後は、オンチップオシレータにより動作を始

めます。解除後、CPUモードレジスタのビット7とビット6を

設定し、1/1、1/2、1/8のいずれかの分周モードを選択してく

ださい。
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図45．セラミック共振子外付け回路

図46．外部クロック入力回路

図47．MISRGの構成

図48．システムクロック発生回路ブロック図（セラミック発振時）
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プログラミング上の注意事項

プロセッサステータスレジスタに関するもの

プロセッサステータスレジスタ（PS）は割り込み禁止フラグ

Iが“１”であることを除いて、リセット直後は不定です。こ

のため、プログラムの実行に影響を与えるフラグの初期化が

必要です。

特に、演算そのものに影響を与えるTフラグ、Dフラグに

ついては初期化が必須となります。

割り込みに関するもの

割り込み要求ビットの内容をプログラムで変更した直後

に、BBC，BBS命令を実行しても、変更前の内容に対して実

行されるので、変更後の内容に対して実行するためには、1

命令以上後に行ってください。

10進演算に関するもの

・10進演算を行う場合は、10進モードフラグDを“１”に設定

して、ADC命令又はSBC命令を実行しますが、その場合、

SEC命令、CLC命令又はCLD命令はADC命令又はSBC命令

から1命令以上後に行ってください。

・10進モードでは、N（ネガティブ）、V（オーバフロー）、Z

（ゼロ）フラグが無効となります。

タイマに関するもの

・タイマラッチに値n（0～255）を書き込んだ場合の分周比

は、1/（n＋1）です。

・タイマXのカウントソースを切り替える場合は、必ずタイ

マXのカウントを停止させた状態で行ってください。

ポートに関するもの

・ポート方向レジスタの値は読み出すことができません。す

なわち、LDA命令をはじめ、Tフラグが“１”の場合のメモ

リ演算命令、方向レジスタの値を修飾値とするアドレッシ

ングモード、BBC，BBSなどのビットテスト命令は使用で

きません。また、CLB，SEBなどのビット操作命令、ROR

などの演算を始めとする方向レジスタのリード･モディ

ファイ･ライト命令も使用できません。方向レジスタの設

定はLDM命令、STA命令などを使用してください。

・36ピン版では、ポートP3方向レジスタ及びポートP3レジス

タのビット6には必ず“１”を書き込んでください。

・32ピン版では、ポートP3方向レジスタ及びポートP3レジス

タのビット5、6、7には必ず“１”を書き込んでください。

A/D変換に関するもの

比較器は容量結合で構成されており、クロック周波数が低

いと電荷が失われます。そのため、A/D変換中はf（XIN）を

500kHz以上にしてください。

また、A/D変換中はSTP命令を実行しないでください。

ウォッチドッグタイマに関するもの

ウオッチドッグタイマのアンダフローのタイミングによ

り、内部リセットが正常に動作しない場合があります。

ウォッチドッグタイマをご使用される場合には、中速モー

ド以外をご使用ください。

高速モード、低速モード、倍速モードでの動作は問題あり

ません。

命令の実行時間に関するもの

命令の実行時間は機械語命令一覧表に記載されているサイ

クル数に内部クロックφの周期をかけることによって得られ

ます。内部クロックφの周期は倍速モード時XINと同一、高

速モード時はXIN周期の2倍、中速モード時はXIN周期の8倍で

す。

スタックページに関するもの

スタックページビットにより1ページをスタックとして使

用される場合は、RAM容量に応じてスタックとして使用で

きる領域が異なります。特に、マスクROM版とワンタイム

PROM版、エミュレータ専用MCUとでRAM容量が異なるこ

とにご注意ください。
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使用上の注意事項

電源端子の取扱いに関する注意事項

ご使用の際には、ラッチアップ現象防止のため、素子の電

源端子（VCC端子）とGND端子（VSS端子）との間に高周波特性

の良いコンデンサをバイパスコンデンサとして付加してくだ

さい。

バイパスコンデンサは1.0μFの電解系又はセラミック系コ

ンデンサを推奨いたします。

また、バイパスコンデンサは電源端子とGND端子との間を

最短距離で付加してくださるようお願いいたします。

USBVREFOUT端子の取扱いに関する注意事項

ノイズ等外部からの影響によってUSBVREFOUT出力が不安

定になることを防止するため、USBVREFOUT端子とGND端子

(VSS端子)との間にバイパスコンデンサを付加してくださ

い。バイパスコンデンサは、0.22 µFの電解又はセラミックコ
ンデンサを推奨します。

USB通信に関する注意事項

・通信の信頼性が求められるアプリケーションにおいては、

ノイズなど外的要因を含み、なんらかの要因にてUSB通信

が途絶するような場合に備え、S/WにてUSB機能初期化、

ホストによるUSBリセットなどの対策をシステム側で行っ

ていただくことを推奨いたします。

・P10, P12, P13ポート入力レベルをTTLレベル（001716番地の

ビット2「P10, P12, P13入力レベル選択ビット」を“1”にセッ

ト）にし、かつUSB機能をご使用になる組み合わせのとき

に、USBサスペンド時の消費電流ICCが規格300 µAを超え
る場合があります。

【回避策】

以下のソフトウェアによる対策のいずれかにより回避する

ことが可能です。

(1) P10, P12, P13入力レベルをCMOSレベルとしてご使用い

ただく。

(2)図49のフローのとおり、サスペンド処理時マイコン停止

の前に、P10, P12, P13ポート入力レベルをCMOSレベル

に一旦変更し、RESUMEまたは外部割り込みによるリ

モートウェイクアップの復帰処理後にP10, P12, P13ポー

ト入力レベルをTTLレベルに戻す。

ワンタイムPROM版に関する注意事項

CNVSS端子は、プログラマブル電源端子（VPP端子）と兼用

しているため、端子から低抵抗で内部メモリ回路ブロックに

接続しています。

ノイズ誤動作耐量向上の点から、CNVSS端子の配線は1～

10kΩの抵抗を介してVSSに接続くださるようお願いいたしま

す。なお、マスクROM版のCNVSS端子の配線が抵抗を介し

て接続されていても、動作上支障はありません。

ワンタイムPROM版/マスクROM版に関する注意事項

ワンタイムPROM版とマスクROM版は、製造プロセス、内

蔵ROM、メモリ容量、レイアウトパターンの相違などによ

り、電気的特性の範囲内で、特性値、動作マージン、ノイズ

耐量、ノイズ輻射量、発振回路定数などが異なる場合があり

ます。マスクROM版への切り換え時は、ワンタイムPROM版

で実施したシステム評価試験と同等の試験を実施してくださ

い。

電源電圧に関する注意事項

マイコンの電源電圧が推奨動作条件に示した値未満のと

き、マイコンは正常に動作せず、不安定な動作をすることが

あります。

電源電圧低下時および電源オフ時などに電源電圧が緩やかに

下がるシステムでは、電源電圧が推奨動作条件未満のときには

マイコンをリセットするなど、この不安定な動作によってシス

テムに異常を来たさないようシステム設計してください。

図49．回避策(2)のフローチャート

サスペンド処理

レジューム処理

STP

P10, P12, P13入力レベルを
CMOSレベルに設定

P10, P12, P13入力レベルを
TTLレベルに設定

リモートウェイクアップ処理

P10, P12, P13入力レベルを
TTLレベルに設定

P1P3C xxxxx0xx2 P10, P12, P13入力レベル
選択ビットをCMOSレベルに
設定。

P1P3C xxxxx1xx2 P10, P12, P13入力レベル
選択ビットをTTLレベルに
設定。

P1P3C xxxxx1xx2 P10, P12, P13入力レベル
選択ビットをTTLレベルに
設定。
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A/Dコンバータに関する注意事項

A/Dコンバータを安定にご使用いただくための補足情報に

次があります。

(1) USB HOST側からバスパワー(*1)を得るシステムで、

USB通信中にA/D変換の精度が安定しない場合があり

ます。そこで、より安定したA/D変換精度を得るため

のポイントとして、Vref ―Vss端子間に図50のように部

品を取り付けることで、より安定した精度が期待でき

ます。
(*1)：USBケーブル経由でPCからの電源を使用する方法

(2)  ファームウェア上で以下の2点を実施することで、さら

に精度向上が期待できます。

①USB通信とA/D変換のタイミングが重ならないように

設定する。

②複数回変換を行い、平均化処理を行う。

マスク化発注時の提出資料

マスクROM版のマスク化発注時、次の資料を提出してく

ださい。

・マスク化確認書

・マーク指定書

・ROMのデータ

.................... EPROM　3セットまたはフロッピーディスク

＊マスク化確認書 及び マーク指定書につきましては、 ルネ

サステクノロジホームページ(http://www.renesas.com)「ROM発

注」を参照してください。

ROM書き込み方法

ワンタイムPROM版（ブランク品）は、専用の書き込みアダ

プタを使用することにより汎用のPROMライタで内蔵PROM

の書き込み、読み出しを行うことができます。なお、PROM

ライタのアドレス設定は、ユーザROM領域に設定してご使

用ください。

ワンタイムPROM版（ブランク品）は、当社でのアセンブリ

工程以降PROMの書き込みテスト、スクリーニングを行って

いません。書き込み以降の信頼性を向上させるため、図51に

示すフローで書き込み、テストを行った後使用されることを

推奨いたします。

表８．専用書き込みアダプタ

図51．ワンタイムPROM版書き込みとテスト

パッケージ

PLQP0032GB-A

PRSP0036GA-A

PRDP0042BA-A

書き込みアダプタ型名

PCA7435GPG03

PCA7435FP, PCA7435FPG02

PCA7435SP, PCA7435SPG02

PROMライタによる書き込み

スクリーニング（注）
（150℃、40時間の高温放置）

PROMライタによる
ベリファイテスト

実機による機能チェック

注．スクリーニング温度は、保存温度より高く
なっていますので、150℃での高温放置は
100時間以内にしてください。

図50．A/D変換精度向上のためのポイント
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7534グループのUSB機能改善ポイントの詳細

表９．7534グループのUSB機能改善ポイントの詳細

番号

1

2

3

4

5

項目

コントロール転送時の応答

D+/D-トランシーバ回路

サスペンド時の電源電流低減

ステータスステージでのSTALL

SYNCフィールドデコード6ビット化

7532/7536グループ

複数のデバイスに対して並列にコントロー
ル転送を処理するホストに未対応

負荷条件CL=150～350pFの限定条件でのみ
対応

従来の規格は、USBVREFOUTの出力電流を
含まずに、最大300μA

ステータスステージで無効なはずのOUT
(DATA0)に対して一旦ACKを返してしまう

8ビットフルコード(8016)が揃う場合のみ
SYNCを検出

7534グループ

並列のコントロール転送に対しても接続
可能

Low-Speed USB2.0仕様の負荷条件に対応
CL=200～450pFでTrise, Tfall: 75ns～300ns,
Tr/Tf: 80%～125%, Cross over Voltage: 1.3
～2.0V

3.3Ｖレギュレータ電流とD+/D-入力回路の
低消費化により、USBVREFOUT出力電流を
含んで、300μA

ステータスステージでOUT(DATA0)を受信
するとハードウェアで自動的にSTALL発行

先頭の2ビットが異常な信号であっても残り
の6ビットのみでSYNCを検出

32ピン版, 36ピン版, 42ピン版の相違点

7534グループでは、3つのパッケージタイプがあり、I/O

ポート数が異なります。I/Oポート以外に機能を持っている

ポートが削減されている場合、その機能についても併せて削

減されていますので注意してください。

表10にI/Oポートにおける相違点を示します。

表10．32ピン版, 36ピン版, 42ピン版の相違点(I/Oポート)

42ピンSDIP

P10～P16の7ビット構成

P20～P27の8ビット構成

(A/D変換器8チャネル)

P30～P37の8ビット構成

(INT0、INT1の使用可能)

P40、P41の2ビット構成

I/Oポート

ポートP1

ポートP2

ポートP3

ポートP4

36ピンSSOP

P10～P14の5ビット構成

P20～P27の8ビット構成

(A/D変換器8チャネル)

P30～P35、P37の7ビット構成

(INT0のみ使用可能)

ポートなし

32ピンLQFP

P10～P14の5ビット構成

P20～P25の6ビット構成

(A/D変換器6チャネル)

P30～P34の5ビット構成

(INT機能なし)

ポートなし



7534グループ

Rev.3.00    2006.10.23    page 45 of 56
RJJ03B0105-0300

また、I/Oポートにおける相違に伴い、各SFRの使用方法及

び機能定義にも相違点がありますので、注意してください。

表11にSFRにおける相違点を示します。

表11．32ピン版, 36ピン版, 42ピン版の相違点(SFR)

42ピンSDIP

ビット7使用不可

全ビット使用可能

全ビット使用可能

ビット2～7使用不可

ビット6定義

“P35、P36プルアップ制御”

ビット7定義

“P37プルアップ制御”

ビット0定義

“P37/INT0入力レベル選択”

ビット1定義

“P36/INT1入力レベル選択”

ビット0～2定義

“000～111で入力端子選択”

ビット0定義

“INT0割り込みエッジ選択”

ビット1定義

“INT1割り込みエッジ選択”

ビット4定義

“シリアルI/O1、INT1割り込み選択”

ビット1定義

“UART送信、USB(IN除)、INT1”

ビット2定義

“INT0”

ビット1定義

“UART送信、USB(IN除)、INT1”

ビット2定義

“INT0”

レジスタ名

(アドレス)

ポートP1/方向

(0216/0316番地)

ポートP2/方向

(0416/0516番地)

ポートP3/方向

(0616/0716番地)

ポートP4/方向

(0816/0916番地)

プルアップ制御

(1616番地)

ポートP1P3制御

(1716番地)

A/D制御

(3416番地)

割り込みエッジ

選択

(3A16番地)

割り込み要求

(3C16番地)

割り込み制御

(3E16番地)

36ピンSSOP

ビット5～7使用不可

全ビット使用可能

ビット6使用不可

全ビット使用不可

ビット6定義

“P35プルアップ制御”

ビット7定義

“P37プルアップ制御”

ビット0定義

“P37/INT0入力レベル選択”

ビット1使用不可

ビット0～2定義

“000～111で入力端子選択”

ビット0定義

“INT0割り込みエッジ選択”

ビット1、4使用不可

ビット1定義

“UART送信、USB(IN除)”

ビット2定義

“INT0”

ビット1定義

“UART送信、USB(IN除)”

ビット2定義

“INT0”

32ピンLQFP

ビット5～7使用不可

ビット6、7使用不可

ビット5～7使用不可

全ビット使用不可

ビット6、7使用不可

ビット0、1使用不可

ビット0～2定義

“000～101で入力端子選択”

ビット0、1、4使用不可

ビット1定義

“UART送信、USB(IN除)”

ビット2使用不可

ビット1定義

“UART送信、USB(IN除)”

ビット2使用不可
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図52．M37534M4-XXXFP、M37534E8FP　VCC、USBVREFOUT端子の取扱い

外
 
形 P

 
R

 
S

 
P

 
0

 
0

 
3

 
6

 
G

 
A

 
-

 
A

1
 

0

1

2

3

4

6

7

8

9

1
 

1

1
 

2

1
 

4

1
 

5

1
 

6

5

1
 

3

1
 

7

1
 

8

3
 

6

35

3
 

4

33

3
 

1

3
 

0

2
 

6

2
 

5

2
 

4

2
 

3

2
 

2

21

2
 

0

1
 

9

3
 

2

2
 

7

2
 

9

2
 

8

P
 

00

C
 

N
 

VS
 

S

XO
 

U
 

T

XI
 

N

VS
 

S

P
 

01

P
 

02

P
 

03

P
 

04

P
 

30(
 

L
 

E
 

D0)

V
 

c
 

c

VR
 

E
 

F

P
 

05

P
 

10/
 

RXD
 

/
 

D
 

-

P
 

26/
 

A
 

N6

P
 

27/
 

A
 

N7

P
 

11/
 

TXD
 

/
 

D
 

+P
 

12/
 

SC
 

L
 

K

P
 

13/
 

SD
 

A
 

T
 

A

P
 

23/
 

A
 

N3

P
 

22/
 

A
 

N2

P
 

21/
 

A
 

N1

P
 

20/
 

A
 

N0

P
 

31(
 

L
 

E
 

D1)

P
 

37/
 

I
 

N
 

T0

P
 

24/
 

A
 

N4

P
 

25/
 

A
 

N5

P
 

06

P
 

07

U
 

S
 

B
 

VR
 

E
 

F
 

O
 

U
 

T

R
 

E
 

S
 

E
 

T

M  
3

 
7

 
5

 
3

 
4

 
M

 
4

 
-

 
X

 
X

 
X

 
F

 
P

M  

3

 

7

 

5

 

3

 

4

 

E

 

8

 

F

 

P

P
 

14/
 

C
 

N
 

T
 

R0

P
 

35(
 

L
 

E
 

D5)
P
 

34(
 

L
 

E
 

D4)
P
 

33(
 

L
 

E
 

D3)
P
 

32(
 

L
 

E
 

D2)

①
 
デ

 
バ

 
イ

 
ス

 
の

 
直

 
近

 
に

 
1

 
.

 
0µF

 
程

 
度

 
の

　

 

セ

 

ラ

 

ミ

 

ッ

 

ク

 

系

 

コ

 

ン

 

デ

 

ン

 

サ

 

又

 

は
　

 

電

 

解

 

系

 

コ

 

ン

 

デ

 

ン

 

サ

 

を

 

付

 

加

 

し

 

て

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。
　

 

（

 

バ

 

イ

 

パ

 

ス

 

コ

 

ン

 

デ

 

ン

 

サ

 

に

 

相

 

当

 

し

 

ま

 

す

 

。

 

）

②
 
デ

 
バ

 
イ

 
ス

 
の

 
直

 
近

 
に

 
0

 
.

 
2

 
2µF

 
程

 
度

 
の

　

 

セ

 

ラ

 

ミ

 

ッ

 

ク

 

系

 

コ

 

ン

 

デ

 

ン

 

サ

 

又

 

は
　

 

電

 

解

 

系

 

コ

 

ン

 

デ

 

ン

 

サ

 

を

 

付

 

加

 

し

 

て
　

 

く

 

だ

 

さ

 

い

 

。

①
 
の

 
理

 
由

 
：

 
マ

 
イ

 
コ

 
ン

 
の

 
ス

 
イ

 
ッ

 
チ

 
ン

 
グ

 
ノ

 
イ

 
ズ

 
に

 
よ

 
り

 
、

 
U

 
S

 
B

 
VR

 
E

 
F

 
O

 
U

 
T出

 
力

 
を

 
生

 
成

 
す

 
る

　

 

ア

 

ナ

 

ロ

 

グ

 

回

 

路

 

が

 

影

 

響

 

を

 

受

 

け

 

る

 

の

 

を

 

軽

 

減

 

す

 

る

 

た

 

め

 

で

 

す

 

。

 

大

 

き

 

い

 

コ

 

ン

 

デ

 

ン

 

サ

 

ほ

 

ど

 

、
　

 

デ

 

バ

 

イ

 

ス

 

に

 

近

 

接

 

す

 

る

 

ほ

 

ど

 

効

 

果

 

が

 

あ

 

り

 

ま

 

す

 

。
②

 

の

 

理

 

由

 

：

 

U

 

S

 

B

 

VR

 

E

 

F

 

O

 

U

 

T出

 

力

 

が

 

外

 

乱

 

に

 

よ

 

っ

 

て

 

出

 

力

 

不

 

安

 

定

 

と

 

な

 

る

 

こ

 

と

 

を

 

防

 

止

 

す

 

る

 

働

 

き
　

 

が

 

あ

 

り

 

ま

 

す

 

。

1
 
.
 
5kΩ



7534グループ

Rev.3.00    2006.10.23    page 47 of 56
RJJ03B0105-0300
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記号

VCC

VI

VI

VI

VO

Pd

Topr

Tstg

項　　　　　目

電源電圧

入力電圧
P00～P07, P10～P16, P20～P27,
P30～P37, VREF, P40, P41

______

入力電圧　RESET, XIN

入力電圧　CNVSS（注1）

出力電圧
P00～P07, P10～P16, P20～P27,
P30～P37, XOUT, USBVREFOUT, P40, P41

消費電力（注2）

動作周囲温度

保存温度

条　　　　　件 定　格　値

－0.3～7.0

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～VCC＋0.3

－0.3～13

－0.3～VCC＋0.3

1000（注3）

－20～85

－40～125

単位

V

V

V

V

V

mW

℃

℃

VSS端子を基準にして測
定する。出力トランジ
スタは遮断状態。

Ta＝25℃

注1．ワンタイムPROM版のみの定格です。マスクROM版では，VSSに接続してください。
　2．この定格値はパッケージに依存します。
　3．42ピン版の消費電力値です。36ピン版は300mW、32ピン版は200mWです。

電気的特性

絶対最大定格

表12．絶対最大定格
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VCC

VSS

VREF

VIH

VIH

VIH

VIH

VIL

VIL

VIL

VIL

VIL

ΣIOH(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOL(peak)

ΣIOH(avg)

ΣIOL(avg)

ΣIOL(avg)

IOH(peak)

IOL(peak)

IOL(peak)

IOH(avg)

IOL(avg)

IOL(avg)

f(XIN)

記　号

注1．出力総電流は該当するポートすべてに流れる電流の総和です。総平均電流は100msの期間内での平均値で，総尖頭電流は総和のピーク
　　  値です。
　2．出力尖頭電流は1ポートごとに流れる電流のピーク値を規定します。
　3．平均出力電流IOL(avg)，IOH(avg)は100msの期間での平均値です。
　4．発振周波数はデューティ50％の場合です。

6MHz動作時電源電圧

電源電圧

アナログ基準電圧

項　　　　　目
最　小

4.1

2.0

0.8VCC

2.0

0.8VCC

2.0

0

0

0

0

0

標　準

5.0

0

最　大

5.5

VCC

VCC

VCC

VCC

3.6

0.3VCC

0.8

0.2VCC

0.8

0.16VCC

－80

80

60

－40

40

30

－10

10

30

－5

5

15

6

V

V

V

V

V

V

V

V

単位
規　格　値

“H”入力電圧 P00～P07, P10～P16, P20～P27, P30～ P37, P40, P41

“H”入力電圧（TTL入力レベル選択時）　P10, P12, P13, P36, P37

“H”入力電圧
______

RESET, XIN

“H”入力電圧 D+, D-

“L”入力電圧 P00～P07, P10～P16, P20～P27, P30～P37, P40, P41

“L”入力電圧（TTL入力レベル選択時）　P10, P12, P13, P36, P37

“L”入力電圧
______

RESET, CNVSS

“L”入力電圧 D+, D-

“L”入力電圧 XIN

“H”出力総尖頭電流（注1）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P30～P37, P40, P41

“L”出力総尖頭電流（注1）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P37, P40, P41

“L”出力総尖頭電流（注1）　P30～P36

“H”出力総平均電流（注1）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P30～P37, P40, P41

“L”出力総平均電流（注1）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P37, P40, P41

“L”出力総平均電流（注1）　P30～P36

“H”出力尖頭電流（注2）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P30～P37, P40, P41

“L”出力尖頭電流（注2）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P37, P40, P41

“L”出力尖頭電流（注2）　P30～P36

“H”出力平均電流（注3）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P30～P37, P40, P41

“L”出力平均電流（注3）　P00～P07, P10～P16, P20～P27, P37, P40, P41

“L”出力平均電流（注3）　P30～P36

発振周波数（注4）
セラミック発振又は外部クロック入力時
（VCC=4.1～5.5V）倍速モード

V

V

V

V

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

mA

MHz

推奨動作条件

表13．推奨動作条件（1） （指定のない場合，VCC＝4.1～5.5V，Ta＝－20～85℃）
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IOH＝－5mA
VCC＝4.1～5.5V

IOH＝－1.0mA
VCC＝4.1～5.5V

VCC＝4.4～5.25V　
D+,D-共に、15 kΩ±5%
抵抗を介してプルダウン
D-については、
USBVREFOUTにより、1.5
kΩ±5%抵抗を介してプ
ルアップ(Ta=0～70℃)

IOL＝5mA
VCC＝4.1～5.5V

IOL＝1.5mA
VCC＝4.1～5.5V

VCC＝4.4～5.25V
D+,D-共に、15 kΩ±5%
抵抗を介してプルダウン
D-については、
USBVREFOUTにより、1.5
kΩ±5%抵抗を介してプ
ルアップ(Ta=0～70℃)

IOL＝15mA
VCC＝4.1～5.5V

IOL＝1.5mA
VCC＝4.1～5.5V

VI＝VCC
（端子はフローティングプ
ルアップトランジスタは
切り離し状態）

VI＝VCC

VI＝VCC

VI＝VSS
（端子はフローティングプ
ルアップトランジスタは
切り離し状態）

VI＝VSS

VI＝VSS

VI＝VSS
（プルアップトランジスタ
接続時）

クロック停止時

“H”出力電圧 P00～P07, P10～P16,
P20～P27, P30～P37（注1）
P40, P41

“H”出力電圧 D+, D-

“L”出力電圧 P00～P07, P10～P16,
P20～P27, P37, P40, P41

“L”出力電圧 D+, D-

“L”出力電圧 P30～P36

ヒステリシス　D+, D-

ヒステリシス CNTR0, INT0, INT1（注2）
P00～P07（注3）

ヒステリシス RXD, SCLK, SDATA（注2）

ヒステリシス
______

RESET

“H”入力電流 P00～P07, P10～P16,
P20～P27, P30～P37, P40, P41

“H”入力電流
______

RESET

“H”入力電流 XIN

“L”入力電流 P00～P07, P10～P16,
P20～P27, P30～P37, P40, P41

“L”入力電流
______

RESET, CNVSS

“L”入力電流 XIN

“L”入力電流 P00～P07, P30～P37

RAM保持電圧

最　小

VCC－1.5

VCC－1.0

2.8

2.0

標　準

0.15

0.4

0.5

0.5

4

－4

－0.2

最　大

3.6

1.5

0.3

0.3

2.0

0.3

5.0

5.0

－5.0

－5.0

－0.5

5.5

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

μA

μA

μA

μA

μA

μA

mA

V

VOH

VOH

VOL

VOL

VOL

VT+－VT-

VT+－VT-

VT+－VT-

VT+－VT-

IIH

IIH

IIH

IIL

IIL

IIL

IIL

VRAM

記　号 項　　　　　目
規　格　値

単位測定条件

注1．P11に関しては，UART制御レジスタのPチャネル出力禁止ビット（001B16番地のビット4）が“０”の場合です。
　2．RXD，SCLK，SDATA，INT0，INT1については，ポートP1P3制御レジスタのビット0，1、2が“０”（CMOSレベル）の時のみヒステリシス
　　  を持ちます。
　3．キーオンウェイクアップ動作時のみです。

電気的特性

表14．電気的特性（１）（指定のない場合は，VCC＝4.1～5.5V，VSS＝0V，Ta＝－20～85℃）
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記　号

ICC

項　　　　　目
規　格　値

単位測　定　条　件

f(XIN)＝6MHz, 倍速モード
出力トランジスタは遮断状態

f(XIN)＝6MHz,
WIT命令実行時
出力トランジスタは遮断状態

A/D変換器動作時の増量
f(XIN)＝6MHz, VCC＝5V

Ta = 25℃

最　小 標　準

6

1.6

0.8

0.1

最　大

10

3.2

1.0

mA

mA

mA

μA

電源電流

発振はすべて停止
（STP命令実行時）
出力トランジスタは遮断状態

VCC=4.4～5.25V
発振停止でUSBモード時
USB（サスペンド時）
(プルアップ抵抗出力分含む)
（図3.1.1）

記　号 項　　　　　目
規　格　値

単位測　定　条　件

Ta＝25℃, VCC＝4.1～5.5V

Ta＝25℃, VCC＝4.1～5.5V

VCC＝VREF＝5.12V

VCC＝VREF＝5.12V

VREF＝5.0V

VREF＝3.0V

最　小

0

5105

50

30

標　準

5

5115

55

150

70

最　大

10

±3

±0.9

20

5125

122

200

120

5.0

bits

LSB

LSB

mV

mV

tC(XIN)

kΩ

μA

μA

VOT

VFST

tCONV

RLADDER

IVREF

II(AD)

分解能

直線性誤差

微分非直線性誤差

ゼロトランジション
電圧

フルスケールトランジ
ション電圧

変換時間

ラダー抵抗

基準電源入力電流

A/Dポート入力電流

図55．発振停止でUSBモード時の電源電流測定回路図

Ta = 85℃

Ta = 0℃～70℃

10

300

μA

μA

表15．電気的特性（２）（指定のない場合は，VCC＝4.1～5.5V，VSS＝0V，Ta＝－20～85℃）

A/Dコンバータ特性

表16．A/Dコンバータ特性（指定のない場合は，VCC＝4.1～5.5V，VSS＝0V，Ta＝－20～85℃）

VCC

ICC

VCC

VSS

USBVREFOUT

D-

1.5 kΩ

15 kΩ
IOUT

IOUTを含んだ規格です。
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リセット入力“L”パルス幅

外部クロック入力サイクル時間

外部クロック入力“H”パルス幅

外部クロック入力“L”パルス幅

CNTR0入力サイクル時間

CNTR0, INT0, INT1入力“H”パルス幅

CNTR0, INT0, INT1入力“L”パルス幅

シリアルI/O2クロック入力サイクル時間

シリアルI/O2クロック入力“H”パルス幅

シリアルI/O2クロック入力“L”パルス幅

シリアルI/O2入力セットアップ時間

シリアルI/O2入力ホールド時間

記　号 項　　　　　目
規　格　値

単位
最　小

15

166

70

70

200

80

80

1000

400

400

200

200

標　準

μs

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

最　大
______

tW(RESET)

tC(XIN)

tWH(XIN)

tWL(XIN)

tC(CNTR)

tWH(CNTR)

tWL(CNTR)

tC(SCLK)

tWH(SCLK)

tWL(SCLK)

tsu(SDATA-SCLK)

th(SCLK-SDATA)

tWH(SCLK)

tWL(SCLK)

td(SCLK-SDATA)

tV(SCLK-SDATA)

tr(SCLK)

tf(SCLK)

tr(CMOS)

tf(CMOS)

tr(D+), tr(D-)

tf(D+), tf(D-)

シリアルI/O2クロック出力“H”パルス幅

シリアルI/O2クロック出力“L”パルス幅

シリアルI/O2出力遅延時間

シリアルI/O2出力有効時間

シリアルI/O2クロック出力立ち上がり時間

シリアルI/O2クロック出力立ち下がり時間

CMOS出力立ち上がり時間（注）

CMOS出力立ち下がり時間（注）

USB出力立ち上がり時間
CL = 200～450pF, Ta = 0～70℃, VCC= 4.4～5.25V

USB出力立ち下がり時間
CL = 200～450pF, Ta = 0～70℃, VCC= 4.4～5.25V

記　号 項　　　　　目
規　格　値

単位
最　小

tC(SCLK)/2－30

tC(SCLK)/2－30

0

標　準

10

10

150

150

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

最　大

140

30

30

30

30

300

300

注．XOUT端子を除きます。

75

75

測定端子
100pF

CMOS出力

タイミング必要条件

表17．タイミング必要条件（指定のない場合は，VCC＝4.1～5.5V，VSS＝0V，Ta＝－20～85℃）

図56．スイッチング特性測定回路図

スイッチング特性

表18．スイッチング特性（指定のない場合は，VCC＝4.1～5.5V，VSS＝0V，Ta＝－20～85℃）
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図57．タイミング図

0.2VCC

td(SCLK-SDATA)

tf

0.2VCC
0.8VCC

0.8VCC

tr

tsu(SDATA-SCLK) th(SCLK-SDATA)

tv(SCLK-SDATA)

tC(SCLK)

tWL(SCLK) tWH(SCLK)

SDATA(受信時)

SCLK

0.2VCC

tWL(XIN)

0.8VCC

tWH(XIN)

tC(XIN)

XIN

0.2VCC
0.8VCC

tW(RESET)

RESET

0.2VCC

tWL(CNTR)

0.8VCC

tWH(CNTR)

tC(CNTR)

0.2VCC

tWL(INT)

0.8VCC

tWH(INT)

SDATA(送信時)

INT0 / INT1

CNTR0

0.1V0HD+, D-

tf

0.9V0H

tr
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外形寸法図

PRSP0036GA-A
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Detail F
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L
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NOTE)
DIMENSIONS "*1" AND "*2"1.

2.

Previous CodeJEITA Package Code RENESAS Code
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MaxNomMinSymbol
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Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

改訂記録

(1/2)

1.00 2000.01.13 － 初版発行

1.10 2000.06.16 2 パッケージ形名改訂　32P6B-A　→　32P6U-A
5 パッケージ形名改訂　32P6B-A　→　32P6U-A
8 パッケージ形名改訂　32P6B-A　→　32P6U-A
34 リセット回路　本文　改訂　2 µs　→　15  µs
45 表 12.　tw(RESET)　リセット入力“L”パルス幅　値改訂
49 図51　説明文改訂
50 図52　説明文及びパッケージ形名改訂　32P6B-A　→　32P6U-A
51 図53　説明文改訂
52 パッケージ寸法図改訂　32P6B-A　→　32P6U-A

1.20 2000.11.24 2 図 2　形名「M37534E4GP」追加
8 図7　「M37534E4」、「開発中」追加、表2　「M37534E4GP」追加
26 割り込み要因に「セットアップトークン受信」を追加。5要因→6要因
32 表7　µsec　→　µs
42 電源端子の取扱いに関する注意事項

（旧）バイパスコンデンサは0.1  µF のセラミックコンデンサを推奨いたします。
→（新）バイパスコンデンサは1.0  µF の電解系又はセラミックコンデンサを推
奨いたします。
USBVREFOUT端子の取扱いに関する注意事項　0.1 µF 　→　0.22 µF

43 表8　32P6U-Aパッケージ及び書き込みアダプタ名追加
44 表9　7532グループ　→　7532/7536グループ
47 図51　形名「M37534E4GP」追加
49 表12　注3　「42 ピン版の消費電力値です。」追加

1.30 2001.9.15 全ページ 図2　形名「M37534E4GP」追加
「開発中　本製品は開発製品ですので後日規格等を変更する場合があります。」削除

7 表1　VCC, VSSの端子機能の説明　追記
8 図7　「開発中」削除
12 スタックページに関する注意事項　追記
18 図17　ポートP36, P37の図　改訂
41 スタックページに関する注意事項　追記
43 マスク化発注時の提出資料　ROMのデータ

「EPROM　3セットまたはフロッピーディスク」
表8　書き込みアダプタ形名　改訂

2.00 2004.6.21 全ページ 用語統一（統一用語：オンチップオシレータ、A/Dコンバータ）
42 「電源電圧に関する注意事項」、「ワンタイムPROM版 /マスクROM版に関する

注意事項」を追記
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Rev. 発行日 改訂内容
ページ ポイント

改訂記録

(2/2)

2.00 2004.6.21 43 「マスク化発注時の提出資料」　7から9行目　追記
56 32P6U-A外形寸法図　改訂

3.00 2006.10.23 全ページ 型名　36P2R-A→PRSP0036GA-A、32P6U-A→PLQP0032GB-A、
42P4B→ PRDP0042BA-Aに変更
「USB Spec.Rev.1.1」→「Low-Speed USB2.0仕様」に変更

39 クロック発生回路　「XIN－XOUT端子間には帰還抵抗が内蔵されて、、、省略
することができます。」→「XIN－XOUT端子間には帰還抵抗を内蔵して、、、
なることがあります)。」

40 図45　図変更、注意追記
41 ウォッチドッグタイマに関するものを追記
42 使用上の注意事項　USB 通信に関する注意事項を追記
43 A/Dコンバータに関する注意事項を追記
55 外形寸法図　改訂
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　　します。特にマイコンソフトウエアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願い致します。

１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に
      本製品が剥がれることがなきよう、お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故につきましては、弊社はその
      責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固くお断り致します。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業窓口までご照会下さい。
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